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W　植物群落　Pflanzengesellschaften

A．自然植生 NatUrliche　Vegetaもion

a．森林植生 Waldgesellschaften

　1．　ヒノキアスナ窺群集

　　　Thujopsietum　hoRdae　MiyawakietYa．Sasaki1980（Tab．3）

　ヒノキアスナロ（ヒバ）は栃木県から北海道渡島半島南部にかけて分布している。青森県はこ

のヒノキアスナロが多く，広い面積で森林を形成している。下北半島や津軽半島のいわゆるヒバ

林は木曽のヒノキ林，秋田のスギ林とともに昔から日ホの三大美林として知られている。下北半

島および津軽半島のヒノキアスナロ林は植物社会学的にはヒノキアスナロ群集にまとめられてい

る（宮脇・佐々木！980）。ヒノキアスナロはブナ林やサワグルミ林にも混生し，尾根，谷部など

乾湿両極端立地に生育する傾向がある。今圓，ヒノキアスナロが優織し，ミヤマイタチシダ，ツ

ルリンドウ，ツルツゲ，コヨウラクツツジにより標徴，区：分されるヒノキアスナロ林はヒノキア
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Fig．12．　ヒノキアスナロ群集の林内相観（川内町滝ノ沢，海抜430m）。

　InnerePhysiognomiedes　Thulopsietum　hondae（Takinosawa，

　Kawauchi－lnachi，430m荘．　NN）．
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スナロ群集にまとめられた。

　ヒノキアスナロ群集は高さ70m前後でよく発達した植分では30mにも達する。高木層にヒノ

キアスナロが優占する4層群落である。高木層，亜高木層にはブナが高常在度で生育し，ホオノ

キ，ミズナラ，ハウチワカエデなどがみられる。低木層にはヒノキアスナロ，オオバクロモジ，

オオカメノキ，ハウチワカエデ，アオダモ，コシアブラなどが生育している。特にヒノキアスナ

ロは被度2～4で優占している植分が多い。草本層にはシノブカグマ，ヤマソテツ，ハイイヌツ

ゲ，ヒメアオキ，シシガシラ，ホソバトウゲシバなど常緑植物が顕著である。出現里数は16～44

種，平均29種を数える。

　ヒノキアスナロ群集は4亜群集に下位区分される。

　ホツツジ亜群集はボツツジ，イワナシによって区分される。尾根筋に生育しているヒノキアス

ナロ林である。

　典型亜群集は特別の区分種をもたない植分がまとめられている。択伐，下草刈などの人為的管

理の影響を受けており，林床はかく乱されている。

　ミヤマカンスゲ亜群集はミヤマカンスゲ，エゾアジサイ，チシマザサ，ナライシダ，ウワズミ

ザクラによって区分される。尾根部，平坦地，斜面下部，沢沿いテラス状地など様々な立地に生

育している。ミヤマカンスゲ亜群集も天為的影響を受けている身分が多い。

　マイヅルソウ亜群集はバクモウイノデ，マイヅルソウ，ハナイカダ，ミズキ，ツヤナシイノデ，

サラシナシ。ウマ，クルマユリ，ツバメオモトなどにより区：分される。高木層にサワグルミやト

チノキが混生することもあり，やや湿生な植分となっている。沢沿いテラス状地や尾根上，冬期

積雪の多い緩斜面など空中湿度の高い立地に生育している。

　ヒノキアスナロ群集は下北半島の山地部では最も広い面積を占める森林植生の一つである。し

かしそれらの多くは人為的影響を受けていることが多い。特に江戸時代には南部藩により輪伐法

による伐採，造林などの管理が積極的に行なわれた。また明治時代以後は択伐により更進が行な

われて来ている（内田1954）。現在ヒノキアスナロの純林となっている植分でも，かつては相当

ブナが混生していたと思われる植皮も多い。

　ヒノキアスナロ群集の林床にはヒノキアスナロのリターが厚く堆積している。この厚い酸性腐

植によりポドソル性土が形成され易い。今回植生調査と並行して行なわれた土壌調査でも，縫道

石山山腹のヒノキアスナロ群集から湿性腐植型ポドゾルが見出されている。また，恐山の湿生ヒ

ノキアスナロ林（マイヅルソウ亜群集）ではグライポドゾルが認められた。

　2．　マルバマンサクーブナ群集

　　　Hamamehdo－Fagetum　crenate　Miyawakieta1．1968（Tab．4）

　下北半島の山地ではヒノキアスナロ群集とともにブナ林が広い面積を占めている。下北半島の

ブナ林は既にマルバマンサクーブナ群集とヒメアオキーブナ群集にまとめられており（宮脇・佐
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Fig。13．下北山地の尾根部に発達するマルバマンサクーブナ群集（佐井四仏ケ浦，

　　　　海抜150m）。

　Das　Hamamelido－Fagetumcrena亡ae　aし正fde11KammendesSh三moki亡a
　（H◎tokegau「a，　Sai－mura，150m　U．　NN）．

々木！980），今圓も同様に爾群集にまとめられた。

　マルバマンサク～ブナ群集はミズナラ，ミヤマガマズミ，バクウンボク，ホツツジ，ヤマツツ

ジ，タカノツメなどにより標徴，区：分される。高木層にはブナ層にはブナあるいは時にミズナラ

の優遷する夏緑高木林である。植分の高さは20m前後の植分が最も多く，25mを越えることも

ある。亜高木層や低木層にはハウチワカエデ，ナオカメノキ，オオバクロモジ，バクウンボク，

タカノツメ，アカイタヤ，ブナなどの夏緻広葉樹が生育している。草本層にはツタウルシ，マイ

ヅルソウ，シシガシラ，ツクバネソウ，ヒメカンスゲ，マツブサ，シラネアオイ，ミヤマイタチ

シダ，トチバニンジンなどが生育している。出現種数は21～53種，平均37種を数える。

　マルバマンサクーブナ群集は尾根部，斜面上部，風背側斜面など比較的乾燥しやすい立地に生

育している。マルバマンサクーブナ群集は更に2下位単位に区分される。

　典型亜群集は特別な下位単位区分種をもたない亜群集である。より乾性な立地に生育している。

ガマズミ亜群集はガマズミ，カスミザクラ，ハナイカダ，ソバナ，ムラサキシキブ，ヌカボシソ

ウなどにより区分される。北西～北向き斜面，尾根に生育しており，典型亜群集よりも水分条件，

土壌条件に恵まれている。

　マルバマンサクーブナ群集は斜面下部，平坦地など水分条件が良くなるにつれてヒメアオキー
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ブナ群集に移行する。

　3．　チシマザサーブナ群集

　　　Saso－Fagetum　creRatae　Suz．一Tokほ949（Tab。4）

　調査対象地域の北海道側には，戸井町気無山，笹積山，尻岸内町川上林道沿いにブナあるいは

ミズナラ優占林が残されている。しかし，面積的にはあまり広くない。これらの植分は下北半島

のブナ林と種組成を比較した結果チシマザサーブナ群集にまとめられた。

　北海道のブナ林の植分社会学的な研究は，鈴木（1949），Sasaki（1970），中西ら（1982），福

嶋・梨本（1983），福嶋（！984）などの報告があり，チシマザサーブナ群集，アオトドマツーブ

ナ群集，マルバマンサクーブナ群集などにまとめられている。これらの報告と今園の植生調査結

果から，北海道のブナ林はハイイヌガヤ，ハイイヌツゲ，チシマザサ，ハイシキミ，オオバクロ

モジ，アカイタヤなど日本海側ブナ林特有の種群を有しており，チシマザサーブナ群団に所属さ

れることは明らかである。しかし，中部日本海側から東北地方に分布しているマルバマンサクー

ブナ群集，ヒメアオキーブナ群集，あるいはオオバクロモジーブナ群集と比較すると北海道のブ

ナ林は種組成的な違いがみられ，北海道と本州のブナ林を同じ群集単位にまとめるには無理があ

る。そこで福嶋ら（1982，！984）は，古い名称であるが，鈴木（！949）によって記載されたチシ

マザサーブナ群集は，北海道渡島半島が原記蚕｝炎地であることを尊重し，北海道のブナ林をチシマ

　　Fig．14，チシマザサーブナ群集の相観（函館市，海抜397m付近）。

Physiognomiedes　Saso－Fagetum　crenatae（Stadt、難akodate，397m琶，NN）．
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ザサーブナ群集にまとめている。本報でもこの意見に従っている。

　今回まとめられたチシマザサーブナ群集は，イワガラミ，チゴユリ，ノリウツギ，エゾニュウ，

エゾイタヤ，ヨブスマソウ，コブシ，サラシナショウマ，ヘビノネゴザによって標徴，区分され

た。各植下は高さ10～20m前後の4層群落であるが，まれに3層構造の凹凹もみられる。高木層

にはブナ，ミズナラ，ダケカンバ，ベニイタヤなどが生育している。ミズナラあるいはダケカン

バの優占する三分が多いのは，この付近のブナ林は，かつて伐採された地域が多く，植生調査さ

れた肥州はその後の再生林か，択伐の影響を受けているためと考えられる。亜高木層や低木層に

はアカイタヤ，ハウチワカエデ，オオバクロモジ，オオカメノキ，アズキナシ，エゾイタヤ，ブ

ナ，シナノキ，アオダモなどの夏緑広葉樹が生育している。草本層はチシマザサ，クマイザサな

どササ類の優占している植分も多く，エゾニュウ，ヨブスマソウ，チゴユリ，トリアシシ。ウマ，

サラシナショウマ，ヘビノネゴザ，マイヅルソウなどの草本植物，イワガラミ，ツタウルシ，ツ

ルシキミ，ハイイヌツゲなどが生育している。出現種数は33～72種，平均46種を数える。

　チシマザサーブナ群集は以下の2亜群集に区分された。

　典型亜群集は特別な区分種をもたない亜群集である。相観的にはブナを欠くミズナラ林も含ま

れている。種組成的には平均出現種数は39種と，フッキソウ亜群集と比較して少ない。

　フッキソウ亜群集は，フッキソウ，ダケカンバ，チョウセンゴミシ，ミツバウツギ，オクノカ

ンスゲ，モミジガサ，オニシモツケなどによって区分される。高木層にダケカンバが優卜する工

次的な植分も含まれている。フッキソウ亜群集は戸井町気無山，二君山の海抜280～340mの緩斜

面に生育している。林床にはフッキソウ，エゾアジサイ，モミジガサ，コンロンソウ，ムカゴイ

ラクサ，オシダ，ミヤマベニシダなどがみられ，立地が湿潤傾向にあることを示している。

　チシマザサーブナ群集はミズナラ，アズキナシ，ヤマモミジ，サワシバ，トリアシショウマ，

シラネワラビ，シラネアオイ，ハリギリなどマルバマンサクーブナ群集との共通種が多く，種組

成的にはマルバマンサクーブナ群集に近くなっている。

　4．　ヒメアオキーブナ群集

　　　Aucubo－Fagetum　crenatae　Miyawakietal。1968（Tab．4）

　山地部の斜面中下部，緩斜面，凹状斜面などに生育しているブナ林はヒメアオキーブナ群集に

まとめられた。ヒメアオキーブナ群集はヒメアオキ，ユキザサ，シラネワラビ，オシダ，ハイイ

ヌガヤ，タニギキ・ウ，ナライシダ，ギンリョウソウ，ヒメモチを標徴種および区：分種とする。

大部分の植分は高さ20mを越えるが，まれに風衝地では高さ10m以下の野分もみられる。高木層

にはブナが被度4～5で優占し，ブナ1種が優占するヅナの純林となっている引分も多い。亜高

木層にはブナ，ハウチワカエデ，ツルアジサイ，ホオノキ，バクウンボク，アカイタヤなどが生

育している。低木層にはオオバクロモジ，オオカメノキ，チシマザサ，ハウチワカエデなどが多

く，他にナナカマド，アオダモ，ミネカエデ，ブナなどがみられる。草本届には二・キザサ，シラ
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Fig．15．土壌の発達した山腹に生育するヒメアオキーブナ群集（川

　　　　内1町円山，海抜550m付近）。

InnerePhysiognomiedas　Aucubo－Fagetum　crenatae，　welches
sich　auf　dem　tiefgrun（ligen　BQden　am　FuB　des　Berges　entfaltet（Berg

Maruyama，　Kawauchi－machi，550m員．　NN）．

ネワラビ，オシダ，ツタウルシ，ミヤマカンスゲ，ツルアジサイ，ツルシキミなどの常在度が高

く，タニギキョウ，ギンリョウソウ，トチバニンジン，ヤマイヌワラビ，ミヤマイタチシダなど

が生育している。出現種数は24～40種，平均29種である。

　ヒメアオキーブナ群集は更に下位単位に区分される。コマユミ，クマイザサ，リョウメンシダ，



3G

ジャコウソウ，サワグルミで区分されるコマユミ亜群集は林床をクマイザサあるいはチシマザサ

のササ類が被っている。高木層にはサワグルミがみられ，林床にもジャコウソウ，タニギキョウ，

オシダ，ユキザサ，ツヤナシイノデ，キヨタキシダなど湿生植物が多く，高い空中湿度，土壌湿

度を指標している。シノブカグマ亜群集はシノブカグマ，ハイイヌツゲ，ハリブキ，ホソバトウ

ゲシバ，ミヤマカタバミ，アケボノシュスランによって区分される。シノブカグマ亜群集は斜面

や口状地の他広い尾根部の平坦な緩傾斜地にも生育しており適潤性の立地に多い。海抜400～

800mに生育しており風間浦村の燧岳ではダケカンバが混生する盗難もみられた。

ヒメアオキーブナ群集は下北半島では最も普通にみられるブナ林である。面積的にも本州でこれ

だけ広くブナ林が残されている所は少なく，ヒメアオキーブナ群集はヒノキアスナロ群集ととも

に下北半島を代表する森林植生といえる。

　5．エゾイタヤーシナノキ群落

　　　A681・η307zo　var．　gZα加z〃3－丁漉αブ砂α7zガσα一Gesellschaft（Tab．5）

　下北半島の西部や北部の海岸では砂丘はほとんど発達しておらず，海岸線まで山が迫っている。

そこではエゾイタヤ，シナノキ，ミズナラなどが優占あるいは混生する夏緑広葉樹林が生育して

Fig．16．神社林として保護されているエゾイターヤシナノキ群落の外観

　　　　（大間町奥戸，海抜30m）。

　Physiognomie　der孟‘81’ノπo／zo　var．　gZα∂ノ層z〃ノ多一7ヤ〃αノ曜）o／zκα．Gesellschaft

　als　Schrein－Wald（OkoPPe，　Ohma・machi，30m琶．　NN）．
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いる。これらの夏緑広葉樹林はエゾイタヤ，サワシバ，ムラサキシキブ，カノツメソウ・ソバナ・

オオカサモチ，ミツバウツギを区分種としてエゾイタヤーシナノキ群落にまとめられた。

　エゾィタヤーシナノキ群落は高さ5～！8mの低木林，亜高木林，高木林と植分による群落相観

1薄造の違いが大きい。最上層にはミズナラ・シナノキ・エゾイタヤを主体とし・サワシバ・ハリ

ギリ，ハウチワカエデ，バクウンボク，モイワボダイジュ，アオダモなどが生育している。低木

屠にはオオバクPモジ，オオカメノキ，ガマズミ，ツノハシバミ，ムラサキシキブ，タニウツギ，

ミツバウツギなどの夏緑低木がみられる。草本層は出入率30～90％であるが60％以上の高い植被

率を示す感染が多い。カノツメソウ，ソバナ，オオカサモチ，ヒトリシズカ，トリアシシ。ウマ，

イヌヨモギ，ミミコウモリ，オオタチツボスミレ，ヨブスマソウ，オオハナウドなど多くの草本

書物が生育しておりツタウルシの常在度が高い。

　エゾイタヤーシナノキ群落は海岸沿いの風衝地や海に近い山地斜面に生育している。海岸風衝

樹形をとった高さ5～8mの植分が多く，沿海部の自然林として生育している。また海岸部でも

馬背地では植生高15mを越える高木林となることも多い。海岸に近い山地ではヒメアオキーブナ

群集の二次林としても生育している。

　エゾイタヤーシナノキ群落は以下の下位単位に区分される。ヒトリシズカ下位群落はヒトリシ

ズカ，トリアシショウマ，オオタチツボスミレ，ホオノキ，アキノキリンソウ，タニウツギ，イ

ヌ訟モギ，ミミコウモリ，ヤマハッカ，ミヤマガマズミにより区分される。海岸部の植分から奥

戸川上流の海抜240mの植分まで含まれる。さらに佐井牽牛滝に生育しているモイワボダイジュ

下位群落と典型下位群落に下位区分される。

　灘ブスマソウ下位群落はイブキヌカボ，ヨブスマソウ，オオハナウド，クルマバソウ，ムカゴ

イラクサなどによって区：分される。より湿生な植分である。

　エゾイタヤーシナノキ群落は腐植の厚い団粒構造の発達した土壌条件に恵まれた立地に生育し

ている。カノツメソウ，ミツバウツギ，ムカゴイラクサ，ミミコウモリ，オシダ，タマブキ，ギ

禰ウジャニンニク，ヨブスマソウ，ツヤナシイノデなど湿生～適潤生植物が多く生育しており湿

生な植分が多い。エゾイタヤーシナノキ群落と同様な相観生育地をもつ義心は北海道南西部か

らエゾイタヤーシナノキ群集が報告されている（遠山・持田！984）。しかし本報でまとめられた

群落は本分により相観や立地の変異が大きく，またエゾイタヤーシナノキ群集との比較も十分で

ないのでエゾイタヤーシナノキ群落として扱われている。

　6．　タマブキーケヤキ群集

　　　Cacalio　bulbiferae．Ze11ωvetum　Oh貸01983（Tab．6）

　聖岳火山北麓の風間浦村の副署問から下風呂にかけての海岸に面した崖錐斜面には，高木層に

ケヤキ，ミズナラ，エゾイタヤ，低木層にオオカメノキ，オオ’バクロモジ，サワシバ，ウリノキ，

草本層にイヌドウナ，エンレイソウ，タマブキ，シラネアオイ，オニシモツケなど大形の広葉草
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F董g．17．タマブキーヶヤキ群集の朧朧相観（風間浦村焼山騎，海抜30m）。

　Innere　Physlognomie　des　Cacalio　bulbiferae－Zelkovetum．

　Die　Klrautschicht　ist　meistents　arten　reicher　Unterwuchs（Yakeyamazaki，

　Kazamaura－mura，30m登．　NN）・

本植物を多数ともなった山地渓谷林が生育している。

　下北半島にみられる同質のケヤキ渓谷林については，宮脇・佐々木（1980）がエゾイタヤーケ

ヤキ群落として報告している。Ohno（1983）は本州北部の東北地方の主として太平洋岸に分布

するケヤキ渓谷林をタマブキーケヤキ群集にまとめているが，下北半島で植生調査されたケヤキ

渓谷林はカノツメソウ，タマブキ，オオバシ。ウマを群集標徴種とするタマブキーケヤキ群集に
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まとめられた。

　下北半島に分布するタマブキーケヤキ群集はOhno（1983）が東北地方北部太平洋岸のケヤキ

林として区分した，タマブキーケヤキ群集のヒメアオキ亜群集に含まれると考えられる。ヒメア

ォキ亜群集はさらにエゴノキ，カマツカ，チマキザサ，フジ，サルトリイバラ，クリなどの二次

林要素の植物によって特徴づけられ，かつ群落高も10m以下と低い先駆的な林分と，本来のタマ

ブキーケヤキ群集の主要な構成種であるウリノキ，ミヤマシケシダ，スミレサイミン，エンレイ

ソウ，ムカゴイラクサ，ジュウモモジシダなどの植物を伴なったスミレサイミン変群集に区分さ

れた。

　ケヤキの天然分布の壮露な本州北端の青森察に位置しているが，このタマブキーケヤキ群集は，

ケヤキの優醒する山地渓谷林の中で最も北に分布する群落といえる。

　ア．　ジュウモンジシダーサワグルミ群集

　　　Polysticho－Pterocaryetuln　Suz－Tok．etaL　1956（Tab．7）

　ブナ林やヒノキアスナロ林におおわれた下北半島の山地にあって，LL澗を流れる渓流ぞいや渓

谷の平坦な谷底には，高木層にトチノキ，サワグルミ，オヒ。ウ，カツラの混生する山地渓畔林

Fig．18。山地旧記に生育するジュウモンジシダーサワグルミ群集（佐井村八

　　　　柄間山，海抜150m付近）。

　　Das　Polysticho－Pterocaryetum　wachstanBachrinnenlnder
　　montanen　Stufe（Berg　Yagarama，　Sai－mura，！50m員．　NN）．
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が分布している。渓畔林の林床にはミヤマベニシダ，ジュウモンジシダ，リョウメンシダ，サカ

ノゲイデなどのシダ類が多数生育している。

　大間町材木川流域，佐井村八柄聞山麓，同胞坂，大畑町屏風由麓で植生調査された山地渓畔林

は，オオバクロモジ，サカゲイノデ，ジュウモンジシダ，アオダモ，アキタブキ，タマブキ，モ

ミジガサ，クルマバソウ，ユキザサなどを群集の標断種および区分種とするジュウモンジシター

サワグルミ群集に区分された。ジュウモンジシダーサワグルミ群集はさらに典型範群集とバクウ

ンボク，イヌドウナ，ホオノキ，ミズナラ，ルイヨウシ。ウマ，ケヤマハンノキを区：播種とする

バクウソボク亜群集に下位区分された。

　ジュウモソジシダーサワグルミ群集は日本海岸気候下の多雪地域の山地渓畔林として，本州の

鏑本海沿岸山地に広く分布している。

　下北半島においても日本海気候の影響の強い下北山地の山地渓畔，山麓の漏曝にジュウモンジ

シタLサワグルミ群集が生育するのがみられる。

　8．　ハルニレ群集

　　　Ulmetum　davidianae　Suz．一Tok．1954（Tab．7）

　ハルニレ群集は本州中部から北海道にかけてのブナクラス域の沖積低地林を形成している。ハ

ルニレ群集は高木層にハルニレが優占するほか，亜高木層や低木層に生育するクロビイタヤによ

り特…徴づけられる。

　函館市蛾眉野で得られたハルニレ群集は園児川支流の温川ぞいの河岸段丘面にみられた林分で

林床はオオバザサが密に生育している。群落構成種には，下北半島部に生育するヤチダモーサワ

グルミ群落との共通種であるヤチダモ，キタコブシ，フッキソウが生育するほか，亜高木層にミ

ズナラが高い植被率で生育するのが特徴的である。

　9．　ヤチダモーサワゲルミ群落

　　　Erα漉ノz祝5窺伽45傭フーガ6α一乃67－ocα7ツα流αプb♂如一Gese11schaft（Tab。7）

　大畑町恐山にある宇曽利山湖西側の，適湿な土壌の厚く堆積した湖畔には樹高30mに達する高

木層にサワグルミ，トチノキ，ヤチダモの混生した山地湿生林が生育している。この山地湿生林

の林床にはフッキソウ，ミズバショウ，ギョウジャニンニクなど適湿湿潤な立地に成立するハル

ニレ群団の構成種と共通する植物が多数混生している。また草本層にはミヤマベニシダ，オシダ，

クサソテツなどサワグルミ群団の構成種と共通するシダ類も多数みられる。

　これらの出地湿生林については宮脇・佐々木（1980）がヤチダモサワグルミ群落として報告し

ている。今回の植生調査においても，フッキソウ，ミズバショウ，サワフタギ，ヤチダモ，キタ

コブシ，ギョウジャニンニク，ツルニンジンを区分種にもつヤチダモーサワグルミ群落として識

別された。
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　ヤチダモーサワグルミ群落は，宇曽利山湖周辺にのみ分布する地域性の強い山地湿生林と考え

られる。また種維成，立地から判断して，ヤチダモーサワグルミ群落はハルニレ群団に属する森

林纏生と考えられる。

　組．ハンノキーヤチダモ群集

　　　Alno－Fraxinetum　mandshuricae　MiyawakiexHanedaetal。1970

　　　（Tab，8）

　地表に停滞水のみられる湿地には，ハンノキ，ヤチダモの混生する湿地林あるいは沼沢林が発

達する。日本のブナクラス域においても人里近くにある低地の湿地，沼沢地は古くから長期にわ

たって水田として開墾されてきたため，現在では自然林としてのハンノキ林，ヤチダモ林のみら

れる地域はほとんど消滅している。今回の植生調査においてもハンノキーヤチダモ林が確認され

たのは，下北半島部ではむつ甫川代における海岸後背湿地と大畑町恐山にある宇曽利山湖畔だけ

であった。また北海道地区：では尻岸内町川上で断片的なハンノキ林が確認されている。

　下北半島に分布しているハンノキーヤチダモ林は，佐々木（1978）によりマツバスゲーハンノ

キ群集にまとめられているが，種組成的にみて羽田他（1970）が長野堅戸隠で記載したハンノキ

Fig．19．恐山宇曽利山湖畔に発達するハソノキーヤチダモ群集（大畑町恐由，

　　　　海抜2！4m）。

　　　Das　Alno－Frax玉netumwachst　am　Usoriyama．See　von

　　　Osorezan（Osorezan，　Ohata－machi，214m廿，　NN）．
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一ヤチダモ群集と嗣質であることから，回報では，ミズバショウ，タチアザミ，タチギボウシを

群集標徴種とするハンノキーヤチダモ群集としてまとめられた。

　ハンノキーヤチダモ群集は典型亜群集および海岸後背湿地など低地の沼沢地に生育する，クマ

ヤナギ，カラコギカエデ，タニヘゴ，マツバスゲ，オオナルコユリ，ヒメシダで区分されるマツ

バスゲ並群集，宇曽利艮醐畔にみられるサトメシダ，ツルキツネノボタン，エゾアジサイ，バイ

ケイソウで識別されるツルキツネノボタン亜群集に下位区分された。

b．河辺林 Auenwまlder

　11．　オノエヤナギ群落

　　　3召Z㍑5α6加伽～87z5ガ5－Gesellschaft（Tab。9）

　河川にそったはんらん源や低湿地にはしばしぼヤナギ林が発達する。大間地区では大畑川をは

じめ，大佐井川，古佐井川，三国問川などの主要河川沿いにはシロヤナギ，オノエヤナギなどを

主とする河辺林がみられる。しかし，これらの多くは断片的な植分であり，まとまった植生域は

みられない。

　大間地区3km圏内の奥戸川，大間川にそった谷戸地にオノエヤナギの発達途上の植分が調査

されている。植生高は7～10mで木本摺の主要構成種はオノエヤナギ，カワヤナギ，エゾノキヌ

ヤナギ，イヌコリヤナギなどである。林床にはヨシ，ヒメシロネ，イ，スギナ，ツボスミレ，サ

ワアザミ，ハンゴンソウ，ゴマナ，サワヒヨドリなどが多く，局所的にコウヤワラビ，オギ，オ

ニシモツケ，オグルマ，ムカゴイラクサなどが生育している。

　生育地は泥土の堆積した平塩地でかつて水田として利胴したと推定される地形上にみられる。

　北海道地区では函館市石倉町汐干川ぞいに生育するオノエヤナ写植分が記録された。植生高は

7～14mで，木本贋にはエゾノキヌヤナギが混生している。種組成的には大闘地区の二分とよく

似ている。林床にスゲ属植物が生育するが，調査では種の確認はできなかった。

c．低木群落 GebUschgesellschaften

　12．　ヤマカモジグサーカシワ群集

　　　Brachypodio－Quercetum　dentatae　Miyawaki　etYa．Sasaki1980

　　　（Tab．10）

　大間町津野崎，赤石海岸，奥戸などの海岸沿い断崖地，風旧地にはカシワが優占群落を形成し

ている。これらのカシワ林は，カシワ，センニンソウ，スズメノヤリ，ホソバヒカゲスゲ，カラ

マツソウ，ツルウメモドキ，ヤマカモジグサなどを標徴種，区分種としてヤマカモジグサーカシ

ワ群集にまとめられた。ヤマカモジグサーカシワ群集は高さ1～4mの2層構造の低木群落であ

る。低木層には優占種のカシワの他エゾイタヤ，ガマズミ，ツノハシバミ，ミズナラ，カマツカ

などの夏緑広葉樹が生育している。草本層は植被率60～80％と良く発達しており，ヤマカモジグ
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Fig．20．風衝の強い海岸下地に生育するヤマカモジグサーカシワ群集（大間

　　　　町回蜘埼，海抜30m）Q

An　windgeschorenen　Felsk蔵sten　w段chsendes　I3rachypodio－Quercetum

dentatea　（Kap　lrsubanazaki，　Ohma－machi，301n　U．　NN）．

サ，カラマツソウ，ススキ，スズメノヤリ，コウゾリナなどの草原生の種，ツルウメモドキ，セ

ンニンソウ，サルトリイバラなど林難生の種が生育している。出現種数25～30種を数える。

　ヤマカモジグサーカシワ群集は海岸断整地の上部や海岸段丘の肩部，斜面の風衝の強い立地に

生育しており風衝樹形を呈している。風衝が弱くなるにつれてエゾイタヤーシナノキ群落に移行

して行く。また土壌の雛積のみられない断崖地ではハマツメクサクラスの草本植生に接している。

　ヤマカモジグサーカシワ群集はカシワ群団にまとめられ，ブナクラスに駈属させられているが

（叢叢・佐々木1980），今園はオーダー以上の上級単位の決定は保留しておきたい。

　13．　エゾノヨロイグサーカシワ群集

　　　Angelico　anomalae・Querce亀um　dentaもae（Tatewaki1961）Ohba，

　　　Miyawaki　et　Tx．1963（Tab．10）

　北海道側では戸井町汐首IllT，浜町の海からの風衝を直接受ける沿岸山地にカシワ林が生育して

いる。このカシワ林は下北半島のヤマカモジグサーカシワ群集と比較すると種組成的な違いが大

きく，既に北海道沿岸部に広く分譲が報告されているエゾノヨロイグサーカシワ群集にまとめら

れた。

　エゾノヨロイグサーカシワ群集は，ショウジョウスゲ，オオカサモチ，ナガボノシロワレモコ
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　　　　　Fig．21．沿岸1濯」地に広く残されているエゾノヨロイグサ一碧シワ群集

　　　　　　　　　　（戸井町汐首，海抜50m）。

　　　　　Physiognomiedes　Angelico　anomalae－Quercetum　dentatae
　　　　　im　windgeschorenen　KUsten－Gebiet（Slユiokubi，　Toi－cho，50m　U．　NN）．

ウ，キジムシロ，オオクマザサ，ナンテンハギなどで標徴，区分される。群落高は4mの2層群

落である。低木層にはカシワが被度5で優醒しており，アズキナシ，シナノキ，ミヤマイボタ，

ガマズミ，エゾイタヤなどが混生している。林床にはショウジョウスゲが優占し，トウゲブキ，

エゾニュウ，オカトラノオ，ヨモギ，藤西カサモチなど多くの草本植物が生育している。エゾノ

翼ロイグサーカシワ群集は平均出現種麹45種と，ヤマカモジグサーカシワ群集と比較して，種組

成的に豊富である。

　エゾノヨロイグサーカシワ群集は沿岸風衝地に生育しており，風背側ではサワシバーミズナラ

群集に移行する。風衝の強い立地では，カシワの高さ1m以下となっている植分もみられる。エ

ゾノヨロイグサーカシワ群集は調査地域内では比較的広く残されている。戸井町汐麓町には，山

頂付近まで広くカシワで被われている丘陵が残されている。

　14．　コメツツジ群落

　　　Rん04046224γo／z’56ゐ07zo5んπ．Gesellschaft（Tab．11）

　岩盤の裸出した急難地は植生の定着にきわめてきびしい立地であるが，コメツツジはきわめて

耐乾性に罷み，しぼしぽ群落を形成する。植生は多くは低木林となり10～20種の植物で構成され

る。
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Fig．22．懸崖地に生育するコメツツジ群落（佐井柑縫道石山，海抜620m）。
　　In　F・lsspalt・n　wachsen（1・R1・・4・48〃凶層α・彦∫6ん・ノ・・∫た’∫一Gesellschaft（Berg

　　Nuidouishl，　Sai’mura，620m章．　N蛋）。

　佐井村縫道石山（625m）やむつ市荒川岳，叢叢山などの山頂部は岩盤が露出し，常に強い風

衝作用を受けている。これらの山地に生育するコメツツジ群落は植生高0．5～L3mで密な低木林

を形成し，とくに群落の上面ははさみで切り揃えたような風衝形を形成している。群落内にはコ

メツツジ，アカミノイヌツゲ，ミヤマナラ，ウラジロヨウラク，ノリウツギ，ミヤマザクラ，ヒ

ノキアスナロなどが低木層を構成している。林床にはコケモモ，アキノキリンソウなどわずかな

種が低い被度で生育している。一部にコケ類の生育もみられるg
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Fig．23．硫気孔付近の植生。前面からヤマタヌキラン群集，イソツツジ群落とつ

　　　　づき，夏緑低木林に隣接する（むつ市恐山，海抜200m）。

　　　Vegetation＆m　Ra鷺de　einer　Schwefelquelle．　Im　VordergruRd　wachsen　das

　　　Caricetum　angustisquamae　und　dieゐ8‘～’‘〃’ρπ々‘∫配var．

　　　伽ω’5塀05一一Geseilschaft（Osorezan，　Stadt　Mutsu，200m蕪．　NN）．

　下北半島に分布するコメツツジ群落についての調査研究ではマルバシモツケを標徴種とするマ

ルバシモツケーコメツツジ群集が報告されている（宮脇・佐々木1980）が，今回の調査資料は

この群集とは維成が異なっている。

　得．イソツツジ群落

　　　ゐ8伽”zカ‘ぬ5惣var．4伽・ψ∫Z・5♂〃7z－Gesellschaft（Tab．12）

　恐山の硫気孔岡辺の植生は噴出する硫気の影響を受けるため他とは異なった確生域を形成して

いる。硫気孔の低木群落にはイソツツジが優占し，他にヤマウルシ，ハイイヌツゲ，ハナヒリノ

キなども混生している。草本植物はきわめて稀で，ヌマガヤが散生する程度である。

　優占種のイソツツジは本来麗高1！滞の風衝地に生ずるが，このように硫気孔と風縫地と云う全

く異なった環境に生育することはきわめて興味深い。しかし風衝地，硫気孔ともに植物にきびし

い環境という点では共通している。

　イソツツジ群落は硫気孔に近い部分でイソツツジの単純群落となる。また硫気孔から遠ざかる

に従ってパクサンシャクナゲ，ウスノキなどが共存するようになり，群落高もましてヒメアオキ

ーブナ群集へ移行する。
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　16．ハマナス群落

　　　Ro5αη‘goぎα一Gesellschaft（Tab．13）

　ハマナスは鳥取県以北の海岸砂丘に生育するバラ科の夏緑低木である。砂丘草本植生の後方や

鋳氏後背地，クロマツ林やカシワ林の前縁にマント群落を形成し，既に下北半島からはハマナス

ーエゾノコリンゴ群集が報告されている（宮脇・佐々木1980）。今圓まとめられたハマナス群落

はそれら砂丘上に生育している植分と異なり，海岸断崖地下部の崖錐上や礫地の植分がまとめら

れている。

　ハマナス群落はハマナスにより区分される。優難しているハマナスは高さ0．5m～1mで，オ

ニツルウメモドキ，ノブドウ，ヤマブドウ，アオツヅラフジなどのノイバラクラスのつる植物が

からみついている。3植分が植生調査されたが，出現種数6～22種と植分による種組成の違いが

大きい。立地が安定するにつれて舞舞種数が豊富になる傾向がある。礫の少ない立地ではススキ，

ナワシロイチゴ，ヤマハギ，ノコンギク，ノハナショウブ，カワラマツバなどススキクラスの種

が多い。

　ハマナス群落のように礫地に生育するハマナス低木林はこれまでほとんど報告されていないが，

調査地域内では比較的良く観察され，ハマナスの生態を知る上でも興味深い。

瓢

藤

絵雛、
　　　　　　融職

ド縄凄講、

　　　　嘉

繊ご

　ド・議熱滅

旧

恩議

F量g．24．礫浜に生育しているハマナス群落（佐井村津鼻崎，海抜3m）。

　　Auf　grob－kiesigem　Strand　wachsende　Ro∫αノマ’go∫α．Gesellschaft（Kap

　　Tsubanazaki，　Sai－mura，3m焦　NN）．
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Lfd．　Nr．

Feld－Nr。＝

Datum　d．　Aufn．（1984）：

Tab．12．　イソツツジ群落

加474〃ゆσZπ∫ケ8va鵡読η8r∫ψ’Zo5z〃ルGesellschaft

H6he萱，　Meer（m）：

Gr6Be（L　Probefl琶che（m2）：

Hδhe　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）；

Artenzah1：

通　し番号

調査番号

調査年月潤

海抜高度
調査面積
草本層の高さ
草本摺の植被率

出現回数
Trennart　d．　Gesellschaft：

　L84～〃ψαZμ5ケ8　var．伽8ノ吻1Z・∫κノ〃

Beglelter：

　MoZ∫η∫0少5’5ノ妙0〃∫Cα

　RIL24∫か∫‘1106α1勿

　Z娩。ブ0刀伽var．加〃’405α

　L6～κ0疏0θ9”咤yα照var．06ZOπgケb伽

　Z）ωご1Lα〃ψ∫∫αノZ8測。∫α

　悔cc加々〃π1z∫7・偬ノノ占

　ノ1cαノz彦1乙砂αノ～αエ5c∫α4（ψ乃メZo’48∫

　30rゐ，‘∫ω〃〃ノZ∫エ’α

　理y4rαノzg8αρα’1∫α‘♂α‘α

RIZO4・幽～‘加πわノτκ1～ツCαψ～〃π

群落区分種

　イソツツジ

随伴種
　ヌマガヤ

　ヤマウルシ

　ハイイヌツゲ

　ハナヒリノキ

　コメススキ

　ウスノキ

　コシアフフ

　ナナカマド

　ノリウツギ

　バクサンシャクナゲ

　王　　2　　3　　5

SO　SO　SO　SO
167　　　107　　　1！0　　　112

’84　　　’84　　　’84　　　’84

　7　　7　　7　　7
13　　　　13　　　　13　　　13

220　　　220　　　220　　　220

　6　　　　16　　　　25　　　　玉．6

60　　　70　　　　60　　　130

90　　　100　　　95　　　85

　6　　6　　8　　6

Lege　d．　Aufn．調査地曳Lfd．　N鵡1～4：0sorezan，　Stadt　Mutsuむつ市恐山

4・4　　5●4　　5・5　　1●2

1●2　　1●2　　　→一　　　十

1・2　　1●2　　　→一　　3。2

3・3　　2●2　　十・2　　！。2

　十　　！・1　　1・1　　　・

十・2　　　。　　・　　　。

　・　十・2　　　・　　2。2

　・　　　・　　十　　　・

　・　　　・　　十　　　・

　・　　　。　　十　　　・

　…　　　　　　　　5・4

　1ア．　ミヤマビャクシン群落

　　　」㍑7zψ6π‘5∫αrg8／z漉一Gesellschaft（Tab．！4）

　断層海康地形の発達した下北半島西部沿岸地域の佐井村晶晶，同願掛岩など，海からの強い風

衝にさらされる海二二地には，植生高が20～30cmと低く葡勧状に繧生化したミヤマビャクシン

の優占する植分がみられる。

　これらのミヤマビャクシンの植分はミヤマビャクシンが一度・群度が5・5と優占するほかコハ

マギク，ウシノケグサ，ウンランなど海岸生の樵物が多少混生しているのが認められる程度で，

種組成的に特徴的な結びつきを示す種群はみられなかった。下北半島ではすでに泊海岸，尻屋崎，

尻労クキドウノ崎から同質のミヤマビャクシン群落が報告されており（宮脇・佐々木1980），今

圓佐井村牛滝で認められた植分もこのミヤマビャクシン群落に含められるものとみなされた。
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Lξd．Nr．：

Feld－Nr．：

亙）aturn　d．　Aufn．（1984）：

Ort　d．　Aufn．（Signal　d．　prafel《tur）1

熱δhe韻。　Meer（m）：

£xpOSlaon＝

Neigung　（O）：

Gr68e　d。　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung己Vegetation（％）：

Artenzah1：

？ab．13．ハマナス群落

Ro3αプz偲05α一Gesellschaft

　　　　　　　通　し　番　号

　　　　　　　調　査　番　高

調　査　月　日

県　名（略称）

海　　　　単

方　　　　位
傾　　　　　斜

調　惚面　積
植　　生　　試

植　　被　　率

出　二種　数

1

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　Ro翅ノマ‘905α

　A／zσ8痘。α84z4お
　　　o
Arten　d，　Rosetea　multiflorae：

群落区分種

　ハマナス

　アマニュウ

ノイバラクラスの種

　オニツルウメモドキ

　ノブドウ

　ヤマブドウ

　アオツヅラフジ

　ヒルガオ

　エビヅル

随　伴　種

　クサフジ

　オオヨモギ

　ャマカモジグサ

　1

MO
　57

　7

　10

　A
　3

　0

　4
0．5

100

　6

　2

SS
　1

　7

　12

　A

　20

SE
　5

　28

　1

　90

　16

3

S

2

9

13

A
5

W
10

32

1

95

22

αZ4∫彦ノ噂μ50r6蜘♂α孟π5　var．5∫ノ・’9〃。∫～イ5

　．A〃ψ8ZOρ5総ゐノ』8ツψd読〃～α‘Zα彦α

　▽髭ガ560ゴ9／Zω∫αθ

　CO（7α4Z‘∫01・ろ∫α，Zα’Z‘5

　αz砂∫館91αノ妙。刀fcθ

　慨’5／7‘麹如var．　Z・加’α

Begleiter＝

　v7c∫ζτα・α（7ごα

　孟ノ・孟6；πご5∠αノπ0ノπ｝αノZα

　Bノ弓α而ψ0磁〃照蜘α’∫α槻var，η～．ゼ58耀ノμ

5・5

　十

●

●

●

o

o

●

十・2

　●

■

5・5

1・2

1・2

十・2

2・2

十・2

1・2

　●

　●

十

2・3

3・3

十・2

3・4

1・2

　0

o

　0

1・2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

出現1回の種AuBerdem　le　einmal　in　Lfd．　Nr。1．」％㎏oηz〃π5αc加♂fπθノz56オオイタドリ　十・2，

　αノ”α恵～〃1げぎ61zθr∫α〃～‘η3オオバナノミミナグサ＋，　Rπ〃昭¢α‘8∫05αスイバ十，　in　2：」％5’z‘‘αθZαオ∫or

　細細ウシノケグサ4・4，R）ちgoノ～磁～‘ηz規αびα彫1Lπ〃zオオナルコユリ1・！，　AZ諭〃π∫clzoθ7z砂「α5μηz　val・

プb！fo5κ〃げサツキ十・2，αηッ5αノ～疏ε〃zπ〃zッ8窯。θη∫8コハマギク1・2，　R伽∫α〃めfg～4αツタウルシ2・3，

　孟η9曜。απノ層5加αエゾニュウ1・1，ゐ匁κ画侃ノπんz誘6π∫∫マルバトウキ十，h13：Rzめz‘∫ραrηケbZ乞μ∫

　ナワシロイチゴ3・4，8ノ認砿。励zαサルトリイ！ミラ2・3，38磁〃3々α〃zオ5読α漉τ〃πキリンソウ2・3，

　ハ盃50απ’1Lπ55ガノzθノ説5ススキ1・2，加砂84禽αゐ∫ωZoノ’f．αc㍑可b♂∫αヤマハギ1。2，　A9ノ闇力2zo7z如ノ妙。πfcα

　キンミズヒキ1・2，∠45‘6rαg6’傅α∫oど漉5　var．　o搬頗∫ノコンギク1・2，乃』∫50π∫α如var・5ρoπ’απ8αノハ

　ナショウブ1・2，αz1一薦Zαπ‘80♂α彦αヒカゲスゲ十。2，αノ’5如〃3αo〃zoプ6ノ～∫8アオモリアザミ　十・2，

　迎8‘かα鷹1粥5カψ1θ必π5ヤマハツカ十，3απg認50ノわα勘耀ヴb♂fαf．α乃αナガボノシロワレモコウ十，

　G諺謡ノπη8ノ’〃πvar．α5如孟fα‘ηzカワラマツバ十，・4ノ旧z切4加β認α1zか彦αトダシバ十・

調査地Lage　d，　Aufn．：Lfd，　NL　I＝Harada，　Ohma－machi大間町原田，2：Gankakeiwa，　Sai・mura大

　間町願掛岩，3＝Ohma－machi大間田丁・

十・2

十・2

2・2



44

Lfd，　Nr．：

］Feld－Nr．：

Signal（1．　Praf．：

Datum　d．　Aufn．（1984）：

Hδhe嚢．　Meeエ（m）：

Gr68e　d．　Probe壬1ache（m2）：

£xposition：

Neigung（。）：

Hδhe　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahll

Tab．餌．　ミヤマビャクシン群落
Jz‘1～ψ8ノ層z‘∫5α1召8刀診～ムGesellschaft

口

調

海

調

方

傾

植

植

出

通　し　番号

調査番号

　名（略称）

査月　日

抜

査面

生

被

現種

高

積

位

斜

高

率

数

　1　　　　2　　　　3

SO　　　S　　　S
70　　　59　　　79

A　　　A　　　A
　7　　　　9　　　　9

11　　　14　　　14

20　　　20　　　5

　4　　　15　　　9

W　　 SW　　NW
85　　　40　　　30

25　　　20　　　30

90　　　100　　　100

　2　　　4　　　9

Trennart　d．　Gesellschaft：

　」～〃ψ8〃‘55α1981～孟～∫

§onstige　Arten：

　飛5‘～κα0窃〃α

　磁∫oαノ～疏Z，∫∫’〃6／z5～∫

　5d4，〃〃たα〃，’∫61zα”α〃ノz

　Pb砂goノ～」〃μ6κ功f4α’μノ〃

　C1〃＝y∫αノ～〃～8〃～～〃ノリノ8乞06〃∫β

　Ro∫αノマ‘90∫α

　L∫ノzα1噂ピαノαρ01～’αz

　茄惚妙ρ0砒θμ秘η‘癖α〃μVaLノ〃醜ノ層’〃〃

　Q～‘β照∫ノ〃・〃9・蹟ノαvar．91層0配58ノγα’‘z

　・4〃96」～ぐαπノ唖〃α

群落区分種

　ミヤマビャクシン

その他の種

　ウシノケグサ

　ススキ

　キリンソウ

　イタドリ

　コハマギク

　ハマナス

　ウンラン

　ヤマカモジグサ

　ミズナラ

　エゾニュウ

5・4

●

●

1・2

●

o

o

o

■

■

●

5・5 5・5

1。2

　十

　●

　●

1・2

1・2

十。2

十。2

　十

　十

Lage　d．　Aufn・調査地；Lfd．　Nr．1：Gankakeiwa，　Sai－mura佐井村願掛岩，　Nr．2，3：Ushitaki，　Sai－

　mura佐井村牛割．

　　d・海岸草本植生　　Krautlge　Vegetation　der　K蔽sten　und　DUnen

　l8．　面的ヒジキーハマアカザ群集

　　　Salsolo－Atriplicetum　subcordatae　W．Lohm．etMiyawaki1962

　　　（Tab．15）

　海岸砂丘の汀線沿いは打ち上げられた漂着物の堆積地であり，有機質に富んだ富栄養立地とな

っている。このような立地にはアカザ科の1年生植物のオカヒジキやハマアカザが特徴的に生育

しており，オカヒジキーハマアカザ群集にまとめられている。今回の調査では佐井町原田の砂浜

で植生調査資料が得られた・

　オカヒジキーハマアカザ群集は高さ！0cm前後，植被率20～40％の疎の植分を形成している。

オカヒジキ，ハマアカザ，ハマベンケイソウなどが生育している。出現種数は3～6種である。
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　　　　　鍵1

難1…

　　縫1

灘灘
。律義灘譲

・緯藍

Fig．25．海雄風衝斜面に生育するミヤマビャクシン群落（佐井村牛滝，海抜5m）。

　　　Ein　Bestand　der　Jκ〃ψ8r～‘∫∫α179β〃‘∫f・Gesellschaft　auf　der　windgeschorenen

　　　Felsk琶ste（Ushitaki，　Sal－mura，5m　U，　NN）．

オカヒジキーハマアカザ群集は海岸砂丘植生の最前線に生育する1年生草本群落のまとまりであ

るオカヒジキ群団，オカヒジキクラスに上級単位の所属がまとめられる。

　19．　エゾオグルマ群落

　　　56フz8ご乞。♪56％40αη2廊α一Gesellschaft（Tab。16）

　青森県大間町の津灘崎，弁天島，風間浦村焼山崎，北海道戸井町浜町でエゾオグルマの優占群

落が植生調査され，エゾオグルマを区分種としてエゾオグルマ群落にまとめられた。植生調査さ

れたエゾオグルマ群落は高さ20～100cm，植被率70～90％でエゾオグルマの他，コハマギク，

マルバトウキ，ハマニンニク，ハマヒルガオ，ハマベンケイソウなどが生育している。

　エゾオグルマ群落の生育立地は礫浜や海岸岩上の礫の堆積した凹部やテラス状地で，土壌の形

成はほとんどみられない。より立地の安定した岩壁の頂上部や頂上下部斜面にはハマオトコヨモ

ギーコハマギク群集が生育している。

　エゾオグルマ群落はエゾオグルマーハマニンニク群団，ハマハコベーハマニンニクオーダー，

ハマハコベーハマユンニククラスにまとめられる。



46

嬢》
　　　　　磯．

磯鑓
憂心灘
　〆蔚

　　　野

晒畔

塗磯

懸
　　ま

灘1

鵜

鍾・備毒綾ザ

　　蔓奪

轟

戴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勢門難濃

＿羅織灘灘鞍
F量9．26．有機物に富んだ砂丘海岸の汀線ぞいに発達するオカヒジキーハマア

　　　　カザ群集（佐井村原田，海抜1m）。

EineSp首1saumgesellschaftdes　Salsolo－Atriplicetum　subcor（1atae
auf　Strand－D面en（Harada，　Sai－mura，1m茸．　NN）．

　20．　ハマハコベ群落

　　　H∂πん6πッαノ）（ψZoガ4θ5　var．　o∂Zoπgガb〃α一Gesellschaft（Tab　16）

　海燦砂礫地の漂着物が打ち上げられる汀線沿いにハマハコベの優占植分が観察された。このハ

マハコベ植分はハマハコベを区分種としてハマハコベ群落にまとめられた。

　ハマハコベ群落は高さ30cm以下の圃塊状の植分で，ハマハコベ1種のみの植分もあるが，ハ

マエンドウ，ハマヒルガオ，ハマアカザなどが混生しているのが普通である。ハマハコベ群落は

打ち上げられたゴミによって富栄養となっている立地に生育しており，ハマアカザーオカヒジキ

群集の立地に類似している。しかしハマアカザー回国ヒジキ群集は砂浜に生育する点で異なって

いる。

　ハマハコベは北方の砂丘植生であるハマハコベーーハマニンニククラスの構成種であるが，ハマ

ハコベ群落はその種組成，立地からオカヒジキ群団，オカヒジキオーダー，オカヒジキクラスに

まとめられる。

21．　ハマエンドウ群落

　　Lα酸yr郡5ブ妙。痂‘麗5・Gesellschaft（’rab．15）
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Spalte：

L廻．Nr．：

Feld－Nr。；

　　　　　　　　　緊ab．16．　礫海岸草本群落

　　　　　　　　　Kiesige　K荘sten・Gesellschaften

1：ハマハコベ群落　　Hbη々θノz：yαρ砂Zo∫4θ3　var．　oδ♂ωzg加♂ゼα一Gesellschaft

2：エゾオグルマ群落　Sθノz66∫oρ∫θz｛♂o一α7フzfoα一Gesellschaft

群落区分
通し番号
調査番号

i 1 1 2 1

Datum　d．　Aufn．（1984）：

Or£d．　Aufn．（Signal　d．　Prafektur）l

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

Hδhe　d．　Vege亡at至on（cm）：

Deckung　d．　Vegetatlon（％）：

Artenzah1：
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G8～・αノz商‘〃♂んノーα朝

　〃zθ痒タチフウロ十，in　5：Cβ1弓α∫戯〃ノ‘声5‘1L8痒ω2z‘〃1オオバナノミミナグサ1。2，鏡Z加gぬ1乙oZoρθ孟α♂α

　イブキゼリ1・2，Goブ‘切∫z‘〃z鐸50朗∫8エゾフウロ十。2，ノ1r∫6〃～∫∫’α〃’o漉α〃αオオヨモギ十・2，　V1‘∫α

　c1’αc6αクサフジ十・2，　in　6二五ノ～g漉侃84z4∫5アマニュウ十，5αg加αノ砂02z∫cαツメクサ十・2，　in　7；

　50／zご113‘5α5ρθrオニノゲシート，in　8；ゐ必α〃。’∫5‘orθαノ2αイブキボウフウ1・2，1％∫甜ごαou∫ノzαウシノケ

　グサ1・2，501～ご1㍑‘∫∂rαc1Lツ。‘’5ハチジョウナ玉・2，501¶砂1L認αブ∫ααZα‘αエゾヒナノウスツボ1・1，＆4z〃13

　ゐ乙〃z．∫訪漉α〃μキリンソウ十・2，5αg～刀α〃～ζτ∬加αハマツメクサ十，R〃μ6謬α06’05μスイバ十，　G払

　漉z61πブ砂。漉‘z‘1πノ、マゼリ．ト，　H8〃～82－o‘α〃5／1♂んαf。飯σαノz∫oヤブカンゾウ十，　5α1zgz‘∫50ノカαoδ‘z‘∫α

　ナンブトウウチソウ十。2，＆認α痒α1LZ‘〃～φ‘5αエゾハコベ十．

調査地　Lage　d．　Aufn。　Lfd。　Nr．1；Ohma－machi下問町，2，5：Insel　BellteH，　Ohma・machi大間町弁天島，

　3；Hebiura　Kazamaura一：nura風間浦村蛇浦，4＝Yakeyamazakl，　Kazamaura－mura風間浦村焼山崎，6，7：

　Tsubanazaki，　Ohma－machi大間町津轟崎，81　Hama－cho，　Toi・cho戸井町浜町．
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Fig．27．礫海岸の漂着物が打ち上げられる汀線ぞいに生育するハマハコベ群落

　　　　（：大間跨三ツ石，海抜2m）。

　　Einilahrige　stickstoffliebende　SpUlsaum－Vegetati◎n　der飾ノ～た81’）ノαμμo’漉∫

　　var．06♂o〃g施〃α・Gesellscl、aft　auf　kiesiger　Strandlinie（Mitsulshi，　Ohma－

　　Inachi，2m茸．　NN）．

　ハマエンドウ群落はハマエンドウによって区：分される。ハマユンドウはハマボウフウクラスな

ど砂丘草本群落の構成種であるが稀に礫浜にも生育する。ハマエンドウ群落は大間町弁天島や佐

井村原田，風閲浦村醸浦の礫浜の富栄養な波打ち際で植生調査資料が得られている。高さ10～70

cm，植被率70～90％で，ハマヒルガオとハマエンドウがほぼ同じ被度で生育し，ハマニンニク

が優弱している植分もみられる。他にハマナデシコ，ハマハタザオ，ハマハコベ，ハマベンケイ

ソウなどが生育している。繊現種数は3～7種と単純である。

　22．　スナビキソウーハマニンニク群集

　　　Messerschmid1o－Elymetum　mollis　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　　（Tab．15）

　スナビキソウーハマニンニク群集は海岸砂丘の不安定立地に生育する砂丘草本群落である。ス

ナビキソウによって区分され，ハマニンニク，ハマヒルガオ，ハマユガナ，ハマボウフウなどハ

マニンニクーコウボウムギ群集との共通種が多い。スナビキソウーハマニン亭ク群集はハマニソ

ニクーコウボウムギ群集の汀線側前線の，より不安定な立地に生育している。佐井村仏ケ浦，大
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Fig．28．やや肥沃な砂丘に生えるスナビキソウーハマニソニク群集（佐井村

　　　　仏ケ浦，海抜！m）。

　　AufdenSand・DUnenwachsendes　Messerschmidio．Elymetum
　　mollis（H・tol｛egaura．　Sai－muraほm廿．　N蛋）．

聞町根田内から植生調査資料が得られている。

　23，　ハマニンニクーコウボウムギ群集

　　　£lymo．CaricetuIn　kobomugi　Ollba，MiyawakietTx．1973（Tab。15）

　調査地域内の海岸砂丘植生は，規模の大きな砂丘がみられないことと人為的な影響による撹乱

を受けているため発達した植分は少ない。今回青森梁大畑町正津州，佐井村原田，北海道尻岸内

iilぎ中浜などの海岸砂丘で植生調査資料が得られている。

　ハマニンニクーコウボウムギ群集は，コウボウムギの優占する植分では高さ30cm以下である

が，ハマニンニク優占露分では1m前後と優占種により相観が異っている。他にハマヒルガオ，

ハマニガナ，コウボウシバ，ハマボウフウなどが生育しており，拙現種数3～8種と単純な種組

成を示している。ハマニンニクーコウボウムギ群集は飛砂による砂の移動の激しい不安定砂丘に

生育しているが，ハマニンニク優占幾分がより不安定な立地に生育している。



50

Fig．29．砂浜海岸の前縁砂丘に発達するハマニンエクーコウボウムギ群集

　　　　　　（大畑町平，海抜2m）。

　　　E｝ymo－Caricetum　kobonugl　aufStrand’D蕪nemith…iufiger
　　　Sandbewegun呂（Talra，　Ohata・1nachi，2m荘．　NN）．

難

題嚢鐸
　　　　難

Fig．30．　欝欝内町中浜に残されているハマニンニクーコウボウムギ群集

　　　　　　（尻岸内町中浜，海抜3m）。

　AufdemSand，D銭nenwachsendes　Elymo．Caricetum　kobomugi
　（Nakahama，　Shirigishinai－cho，3m茸．　NN）．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5！

　24、　ハマゼリ群集

　　　Cnidietum　japonicae　OhbaetSugawara1978（Tab。17）

　海岸岩上に生育する草本群落の一つにハマゼリ群集が知られている。ハマゼリ群集は高さ20Cm

以下のまぼらな群落で，標菌種のハマゼリや，ハマツメクサ，ハマナデシコ，ハマヨモギ，ウシ

ノケグサなどが生育している。ハマゼリ群集は飛沫の影響を受ける岩上の小礫のやや堆積した立

地に生育しているが，稀に堤防後方の埋立地にも二次的に生育している。さらに飛沫の影響が強

くなるとタチドジョウツナギ群集に移行する。

　ハマゼリ群集はハマヨモギ，ウシノケグサで区分され，より飛沫の影響の弱い立地に生育して

いるハマヨモギ亜群集と特別の区分種をもたない典型鍬1群集に区分される。

25．ハマオトコ…ヨモギーコハマギク群集

　　Artemisio　macrocephalae－Chrysanthemetum　yezoensis
　　Okuda，　Fuliwara　et　Miyawaki！970（Tab．18）

大間岬から仏ケ浦海岸に至る海岸線には所々に突1」二｝した断崖地が生じている。この断崖地は，

懸難

騒
　、　内　r　、

Fig．31．ハマオトコヨモギーコハマギク群集。スカシユリ，キリンソウなど

　　　　が開花している（風闇浦村甲il奇，海抜3m）。

EinBestanddes　Artem1sio　macτocephalae，Chrysanthemetum
yez・ensis　mit　aufblahendenゐ～Z加～〃～αぐ～ごZα彦’θπund　384’〃刀為α厩5c1～αオ～α〃〃

（Kozakl，　Kazamaura・mura，3m茸．　N振）。
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　　　　　　　Tab．｛7．　岩礁海岸穂生

　　　　　　　KhPPe－K｛玉sten　Vegeta亡ion

1：タチドジョウツナギ群集1）uccinellietun玉nipPonicae

Spalte；

Lfd．　Nr．：

Feld＿Nr．：

2：　ノ、マゼリ馨洋多終

群落区分
通し番号
調査番号

Datum〔1．　Aufn．（1984）：調査月闘

Cnldietumjapo組cae

Ort　d．　Aufn．（Slgnal　d．　Prafektur）＝　県　名（略称）

Gr6Be　cL　Probeflache（m2）：調　i査　面　積

H6he　d．　Vegetation（cm）：植　　生　　高

Deckung　d．　Vegetation（％）；植　　被　　率

Artenzahl：　　　　　　　　　出　現　種　数

1 1 2

Kennart　d．　Ass．＝

P～κ‘∫〃〃～α2～ゆρo／1～αz

Kennart　d．　Ass．：

　α～’6痂〃πブ‘ψoノ～露～〃ノ～

Trennarten〔1．　Subass．：

〆1π6〃～～∫～α∫c砂αノゴα

1セ5彦～κα0τ，∫ノ～α

Arten　d．　Saginetea　maximae：ハマツメクサクラス

群集標徴種

　タチドジョウッナギ

群集標微種

　ハマゼリ

三臣群集区分種

　ハマヨモギ

　ウシノケグサ

　　　　　　　　　　　の種
3αψ1α〃κ鷹’川‘τ　　　　ハマツメクサ

々y∫加αo海α〃’αz‘”漉α〃α　 ハマボッス

56孟‘〃’如η雁4∫5var．ρ曜妙5m6ノ～ツ5ハマエノコロ

】Begleiter：　　　　　　　　　　　　　　巨適偶三種

MOノ噌勧～S忽α∫’‘μ∫Cα　　　　ハマベンケイソウ

迎αノz‘αgoごα〃～衛clzα々。α　　エゾオオバコ

ノ1〃々〃μ561zoβノ～砂1『μ5κ〃彦var．ノ観oz‘5／1’アサツキ

D∫απ”耀5ブ＠0刀∫α’∫　　　ハマナデシコ

50〃‘1耀∫0如’α‘OZ’5　　　　ノゲシ

1　2　3
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・　・　。2。2　・

●　1。11●1　。　　●

・　。　・　・　十

出現1圓の種　AuBerdem　le　eimnal　ill　Lf（L　NL　1：G！ζzz’¢〃」‘～1’～々ノ〃αvar．　oゐ細5ヴわ〃αウミミドリ3・3，

in　3：ノ11岬α演∫5∫8♂伽ゼvar．ブ妙。ノ～f‘αハマハタザオ十，卿Z～219～‘z　1～oZoψ8如1αイブキゼジ十，　in　4；Jz〃～α∬

g1僧αc”ゼ〃z‘∫ドロイ3。3，　in！2：五〇甜∫co7‘加α’Zα孟螂var．ブ妙07～fぐ～’5ミヤコグサ！。2，　C1～871砂。ζ1ゴ2〃〃

αZ6～．〃πシロザ十．

調査地　Lage　d．　Aufn．；1－4，6－1011nsel　Bente貸，　Ohma－machi大闘町弁天島，5：Akalshi，　Ohl勤a－machi

大間町赤石，！！：Hebiura，　Kazamaura－mura風間詐1謹丁丁浦，12二〇hma－machi大間町．

急崖地であることと海からの強風の影響を受けるため，植生の発達が悪い。しかし，そこには内

陸地にはみられない特徴的な植物による群落が発達している。

　ハマオトコヨモギーコハマギク群集は海岸簾地植物群落の一つであり，その分布域は東北地方
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から北海道に及んでいる。大間地区では津鼻崎，赤石，三つ石，蛇浦など，突出した断崖地や急

鎮野地に生育している。北海道地区では，戸井町浜町付近の断崖で調査資料が得られた。主な構

成種にはハマオトコヨモギ，コハマギク，アサツキ，スカシユリ，キリンソウ，オオウシノケグ

→｝一，マルバトウキ，ウシノケグサなどであり，出現戸数は平均10～12程度である。これらの種の

うちスカシユリ，アサツキ，コハマギクなどは美しい花を咲かせるため開花期の景観はとくにす

ばらしい。

　なお，北海道戸井町では，アオノイワレンゲの優占する植分がみられた。

　　e．塩沼植生　　Sa圭zwiesen

　26．　タチドジョウツナギ群集

　　　Puccinelhetum　nippo簸icae　OhbaetSugawara1980（Tab．17）

　大間町の赤石海岸や弁天島の岩石海岸では，タイドプールに接した崖壁の凹部や小テラス状地

にタチドジョウツナギが生育しており，まぼらに群落を形成している。このようなタチドジョウ

ツナギの寺分はタチドジョウツナギを標徴種としてタチドジョウツナギ群集にまとめられている

（大場・菅原1980）。

　今回植生調査されたタチドジョウツナギ群集は，爾現種数2～6種と単純な種継成で，ハマツ

メクサ，ハマゼリ，ハマボッスなどハマツメクサクラスの種が混生している。礫地に生育してい

る場合にはドロイ，ウミミドリなどの塩性湿地植生の構成種が混生することもある。タチドジ。

ウツナギ群集は直接海に面していないが，タイドプール，海食洞など飛沫の影響を弓螢く受ける立

地に生育する岩礁地の塩沼地植生である。タチドジョウツナギ群集はハマエノコローハマツメク

サ群団，ハマエノコロ　ハマツメクサオーダー，ハマツメクサクラスにまとめられる。

　27．　ド瓜イ君羊；集i

　　　Junce£um　gracilimi　MiyawakietOhba1965（Tab。！9）

　海岸線に接する段丘面が，海水の干満によってタイドブール状となる地形上にドロイの草原が

発達する。ドロイはクサイに似た多年生草本植物であるが根茎をはりめぐらし，密な植被を形成

する。

　仏ケ浦の海岸部は平坦な地形となってやや風化した：土壌の堆積のみられる場所にドロイ群集の

断片的な植分がみられる。この植分は40～80％の植被をもち，優占種のドロイの他にはウミミド

リが密生し，他にエゾツルキンバイが帝劇度で混在している。

　ドロイ群集は比較的広い分布域をもつが，現存植分は比較的稀である。調査地内では仏ケ浦の

他輝輝崎，黒滝などでも記録された。
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　瓢葬

儲、ず

簸蕪潅

　　　　　　　　　叢雛漿

薩

藻

鰍メ鋼竃ぢ磁鞭魂

　訴観
評。 j

　　　　着．験ご軽

　　　　　e。蜜蔑・

議

Fig．32．海水の影響下に生育するドロィ群集（佐井村仏ケ浦，海抜1m）。

　　Eine　Salzwiesengeseilschaft　des　J　u　n　c　eωm　g　r　a　c　i　l　i　m　i（翼otokegaし！ra，

　　Sa玉一lnura，　lm　U．　NN）．

　　　　　　　　　　　　　　Tab．19．　　｝ご　ロ　イ　軍議　集

　　　　　　　　　　　　　　JtmcetUm　gracilimi
Lfd．　Nr．：

Feld．Nr∴

DatUm　d．　Aufn．　G984）；

Gr6Be（L　I）rabeflache（1n2）：

H6he　d．　Vegetati・n（cm）：

Deckung（L　Vegetation（％）：

Artenzahl：

通　し　番　号

調　査　番　園

圃　査　 月　　1ヨ

調

黙

認

繊

査凶i

　生

　被

現藁

積

高

率

数

Kennart　d。　Ass．：

　」”〃ビ～’∫8アαご躍ノ〃～～び

Arten　d．　Klasse：

　GZα蕉之⊃ノ〃α’ゴ’1〃～‘～Var．0～ア々’5ケb〃α

　Pb加〃∠〃α09α海1

　Tノプσ♂0（ゾ～～ノ～‘～∫ノα’～ビ～〃〃

　　　δ
　1乃一～gZo（ゾ～’〃カαZπ∫’18（’

Begleiter＝

　Cω‘6諾汐～〃〃’♂‘～

Lage　d．　Aufn，調査地：L鼠Nr．，

　machi大間町津島崎．

群集遜譲種

　ドロイ

クラス魏魏種

　ウミミドサ

　エソ“ツノレキン〆ノミイ

　シバナ

　ホソバノシバナ

髄伴　種
　コウボウシバ

　1

SO
　79

　7

　11

　9

　50

　85

　3

　2

SO
　80

　7

　Ll

　6

　50

　40

　4

　3

MO
　43

　7

　11

　1

　25

　80

　5

5・5

4・4

1・2

　●

　o

■

3・3

2・3

十

　●

　●

十

2。2

4・4

3・3

1・2

o

ト2；Hotokegaura，　Sai－mura佐井村仏ケ浦，3：Tsubanazaki，　Ohm乏レ
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　　　　　　　　　　　　　　　望aわ．20．カサスゲ群集

　　　　　　　　　　　　　　　Caricetu狙dispalatae
Feld－Nr．調査番号：SO－1！7．　Datum　d．　Aufn．調査年月日：13　Juli’84

銀6he　U．　Meer海抜高：214m．　Gr6βe　d．　Probef1益che　調査面積：16m2

冠6he　u　Deckung〔L　Vegetation　植生高と植被率：100cm，90％．　Artenzahi出現冊数：6．

Kennart　d．　Ass．：

　Cα1ηε」τ‘♂’∫♪αZα’α

魚蝋・・d・Kl・sse・

　々y∫’〃～αoん～α酌ひη－5ゲZolu

　々yα4＞‘で5♂～’o！（♂z‘5

　1「ノ置1‘α9〃～甜65α～’∫彦’闇α♂1∫

群集標徴種　　　　　　Beg｝eter：

　カサスゲ　　　5・5

クラス標二種

　ヤナギトラノオ2・3

　シロネ　　　　　2・2

　ヨシ　　　　　　　1。2

馬Z）！go〃z‘〃π1L’〃z∂8’9ガ

Cα〃α♪αZτ’∫’7ゴ3

随　伴　種

　ミゾソバ

　ヒメカイウ

2・2

ユ・2

L嬉e〔LAufn，調査地10sorezan，　Ohhata－machi，下龍君匡大畑町恐山

　　f．低層湿原・河辺草本植生　　Niedermoore　und　Auenwieseロ

　28．　カサスゲ君拳集

　　　Carlcetu孤　dlspala£ae　Miyawaki　et　Okuda　1972（Tab．20）

　恐山の火口湖である宇瞥利匡醐はきわめて安定した水位と度撚状態が保たれ，湖岸には拙水植

物群落が発達している。その一角にはカサスゲの優慰する地区があり，広い幅で帯状に1翠・をとり

まいている。

　このカサスゲ宮山はカサスゲを山窟種とするカサスゲ群集にまとめられる。生育する種は比較

的少なく，ヨシ，カサスゲ，ヤナギトラノオ，ヒメカイウなど数種で構成される。これらの種群

のうち，ヒメカイウはわが国ではきわめて分布の限られた種である。

　生育地は水深5～1Gcmで，土壌は周辺域より堆雅疑した軟泥である。隣接轡落はより水深が深

いところでフトイの植分がみられ，燦側ではハンノキ林となっている。

　29．　ムジナスゲ群集

　　　Caricetum　occultantis　MiyawakietYasushiSasaki1980（Tab。2！）

　大間崎の東部，海岸にそった低地に大回平とよぼれる低湿地がある。この低湿地はかつて水田

に利用されていたが，耕作停止後かなり長期閲放置されており，その結果きわめて自然に近い湿

生草原が発達している。

　本湿原の大部分はヨシとムジナスゲの混生する低層湿原であり，ムジナスゲを標同種とするム

ジナスゲ群集のしめる面積が最も広い。ムジナスゲ群集内にはナカボノシロワレモコウ，ヒメシ

ダ，チゴザサ，ヒライ，クサレダマ，ヒメシロネ，ミズオトギリ，サワヒヨドリ，ハリガネスゲ

の一種などヨシ湿原に普遍的に出現する種群で構成される。

　ムジナスゲ群集内にはミズゴケの生育する植分も含まれる。この嫉分にはヤチカワズスゲ，サ
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Fig．33．海襟後背低地に発達しているムジナスゲ群集（大闘町大間平，海抜4m）。

　　　Das　Caricetum　occultant量s　elltwickelt　sichauf　dem　Niedermo（）r

　　　hinter　der　K菰ste（Ohmadaira，　Ohma・machi，4m　U．　NN）．

ギスゲ，モウセンゴケ，ウメバチソウなどが｝］ゴ現し，中間湿房ミ的性格をおびる。

　ムジナスゲ群集の土壌は湿薪蓋弩な調質土を磁体とし，スゲ泥炭を含み，グライ土壌に近い形態を

示している。

　ムジナスグ群集は調査地i或内では大関平にのみ分布するが，下北半島では小田野かく，属名湿原

に報告があり，いずれも学術的にfilli値が高い。

　30．　ツルヨシ群集

　　　Phragmitetum　laponicae　Minamikawa！963（Tab．22）

　急流河川の河床部にはしぼしぼツル灘シの優占する草原が発達する。わが国に広く分布する種

で，大閣地区にも分布する。

　ツル課シ群集はツルヨシを標徴種としてまとめられる。植生高は100～160cm，！0～20種で構

成され，一般に単調な離離成を示す。大畑川薬研付近および老部川（筥脇・佐々木1980）の資料

の比較ではオオヨモギ，アキタブキ，オオバコ，ツリフネソウ，タニウツギ，ミツバ，ミヤマト

ウバナなどの常在度が高い。いずれも崩壊地に生育する種である。

　優占種のツルヨシは根茎や地上旬枝がよく発達し，立地保全力がきわめて強い。

　なお，北海道地区では函館市石倉田ぎ汐泊／目の流水迦に生育する植分が記録されている。ここで



57

F量9．34．汐広川の下流域には川の流れにそってツルヨシ群集が生育している

　　　　（函館市汐泊川，海抜2m）。

　　Entlang　des　flleBenden　Bergbaches　vorkommelldes　I）hragmitetum

　　jaPonicae（Flu｛3　Shiodomari，　Stadt　Hakodaヒe，2m茸．　NN）．

はツル藁シが優占し，共存する種はごく稀である。

　3i．　ミゾソバ群集

　　　Polygonetum　thunbergii　L，ohm。etMiyawaki1962（Tab．23）

　佐井村を流れる古佐井川の下流には小規模な中洲が形成されており，一年生草本植物を主とす

る河辺植生が生育している。生育する主な植物はミゾソバ，ヤナギタデ，アキノウナギツカミな

どのタデ科植物にアメリカセンダングサ，イヌビエなどもみられる。このような植物群落はミゾ

ソバを標徴種とするミゾソバ群集にまとめられる。

　ミゾソバ群集の生育地は河川の流水辺にあって常に富栄養水にひたる条件下にみられる。した

がって古佐井川の河水は上流域の農地や牧場からの富栄養物質が多貴に含まれていることを示回

している。

g。岩蟹植生 Felsspa王tengesellschaften

32．　イワキンバイ群落

　　Po’6〃’〃π読罐∫〃5！ガーGesellschaft（Tab．24）
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Lfd．　Nr．：

．Feld．Nr。：

Datu猟d，　Aufn，（！984）：

H6he　U．　Meer．（m）：

Gr6Be　d．　Pr・beflache（m2）：

Hδhe　d．　Vegetation（cl｝⇒：

Deckung　d．　Vegetatio職（％）：

Artenzahl：

Tab．22．　ツルヨシ群集

Phrag！niteturn　japonicae

　　　　　通し番号
　　　．1　調．：査　番．号

誰還査勾三月　日

海　抜　高
調査1蔀積
植　　生　高

等．　被　率

出現種牛
Kennart　d、．Ass，：

　P／zノ層π9〃z露郡ノαρoノ～～ぐα

Beg互e三ter：

　憾ノ≠β〃～～寵α〃～0〃’αノ，α

飽α∫廊忽，0ノ～ガα’5var．9’8z〃顧’5

　迎‘〃～如goα∫～α々ぐα

　．既！94α1三〇1闇忽ノ～寵5

　Cりψ’o孟α6ノ～～αノζψo〃’‘α

　ω〃砂・ぬ〃〃．9／Y爵／6v盆r．5αぐ／～αz～ノ～8〃∫β

群集標下種

　ツルヨシ

随伴種
　オオヨモギ

　アキタブキ

　オオ／ミコ

　タニウツギ

　ミツバ

　ミヤマトウ／くナ

　1

SO
141

　7

　14

70

25

160

85

　10

　2

SO
140

　7

　14

70

　ユ．6

130

80

　19

5・4

／・2

十。2

1・2

　．十

　十

　÷

5・4

1・2

1・2

÷

1・2

1・2

／・2

出現1回の種　AuBerdem　le　einmahn　Lfd．　Nr．＝！：Z〃4，漉～8〃∫’8認。ノ’∫ツリフネソウ十・2，／コb4y9’oノ～z〃μ

　〃～’〃め8／19ガミゾソバ十，　h81’～546〃’‘z♂αニガナ幸．　in　2：＆Z謡5αむ1～αZ1ノ～8ノ～5～5オノエヤナギ1・1，

　ゑ∫6．61’8琵1〃癖var．1エ。〃408〃5～5ゴマナ1・！，7》’α磁”‘r’‘6”～αブ‘ψo〃～‘αモミジカラマツ十。2，　z窪91ゴ〃～o”～α

ノ砂。〃～ビαキンミズヒキ十・2，称。♂αη6”βα〃κ面ツボスミレ十。2，男ガb！々〃〃1’（ψω～∫シロツメクサ

　十。2，P厩e泌沼αご。ノ漉g1『ω～αヒメヘビイチゴ十・2，ゴVノ溜5肋層5～’如var．5fわか’α1ヤマハンノキ十，

　＆．σげノガα加〃～αα’♂α‘μアケボノソウ十．

Lage　d．　Aufn．調査地＝Lfd，　Nr．1－2．　Oku－Yakeロ，　Ohha笹machi大畑町奥薬研，大畑用．

　　　　　　　　　　　　　　Tab．23．　　ミ　ゾ　　ソ　ノミ　雪洋　多巨

　　　　　　　　　　　　　　Po1．ygolletuln　thullbergii

Feld－Nr．調査番号：SO－97．　Datum　d．　Aufn．調査年月日：12．　Juli’84．　GrδBe（1．　Probeflache

調査胆略：2m2，　H6he　d．　Vegetation植生高＝20cm　　Deckuag　d，　Vegetation植被率；70％

Artenzahl出現門田；8．

Kellnart（L　Ass，＝　　群集標徴種

　Rフ4＞醤て）ノ～～‘〃～孟1～～．‘ノ～∠ア‘〃「9ゾど　ミソぐソ／ミ　　　　　　4●4

1～en墜arten　d．環asse：クラス標徴種

　乃砂gw～～〃μ／り7凶¶砂～ρびヤナギタデ　　　　2。2

　ん4ygO〃～〃〃∫～酌。配1～　アキノウナギツカミ1・2

　捌46〃5プ｝層。〃‘Zo∫α　　　アメジカセンダングサ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・2

13egleiter＝　　　　　　　・　　1蓼a　　｛半　　種

　ノκ〃6”∫ゐ～（1∂〃融5　　　ヒメコウガイゼキショウ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・2
　公1z加。ご乃．Zoμ‘1・～∬一gzz〃　イヌビエ　　　　　　1・2

　Eα～ノ～58々〃〃ω’てノ8／z5ピ　　スギナ　　　　　十・2

　RZ〃〃αむ0δ溜∫’ルZ’Zび　　エゾノギシギシ　　　十

Lage（t　Aufn．調査地：Sai－1ロura，　K：osaigawa佐井村古言井川．
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　灘

叢記

馨覇

Fig．35．　イワキンバイ群落。ハナゴケやシモブリゴケなどのコケ植物が密生

　　　　する（佐井村嬉嬉石山，海抜62Gm）。

Bestξmd　der勘’8〃’～1／‘z繊効z51’一GeSeUsChaft　m呈tゆP三99ewachsene！｝MOOSen　und

Flechten　（Berg　Nuicl◎u玉shi，　Sa｝一mura，620m焦　NN）．

　佐井1町南報1に位概づ』る縫道石山（海抜626m）の山頂部は奇岩が突出し，特殊な植物の生育地

として知られている。この山の山頂部の岩角地には岩隙草本植物群落が発達しているが，主要な

群落構成種としてはイワキンバイ，ヒメスゲ，ヒメノガリヤス，コケモモ，ミヤマダイコンソウ，

シラネニンジンなどの高等植物をはじめハナゴケの一種目シモブリゴケなどが団塊状に生育して

いる。植被率は30～60％と低いがコケ層がこれを補い，全体的には70～80％となっている。

　イワキンバイ群落はコケモモ，ミ予マダイコンソウなど高山生の植物を含み，学術的に興味深

い自然植生の一つである。

B。代償植生 Ersatzgesellschaften

　　a．森林植生　　Waldgesellschaften

　33．ホツツジーミズナラ群集

　　　Tripetaleio・Querce歓1m　grosseserratae　Ohba1973（Tab．25）

　ホツツジーミズナラ群集は山地の尾根部に生育する夏緑広葉樹自然林または二次林である。群

落の高さは18m前後で，高木層にはミズナラが優占し，アカシデ，ブナ，カスミザクラ，ウダイ
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Lfd．　Nr．＝

Feld＿Nr．

DatUm　d．　Aufn．（1984）＝

恥he廿．　Meer．：（m）＝

Gr6Be（L　Probeflache（1n2）＝

H6he己Krautsch三c1｝t（cm）：

Deckung〔L　Krautschicht（％）：

Deckuag（L　Moosschicht（％）：

Artenzah1：

℃＆b，24，　イワキンバイ群落

POオ6〃オ〃α‘～’漉～ノ～∫”一Gesellschaft

通　し　番号

調査番号

調査月　日

海抜高度
調査颪積
草本麟の高さ
草本層の植被率

コケ層の植被率

出現画数
Trennarten　d、　Gesellschaft；

　恥館〃〃〃α61’‘た’ノ～5～1

　G8～〃〃αz勧α・⑳♂”〃πvar．〃ψP・ノ碗～’〃’

　Cω’6．君。．之＝yα〃イ1τ～

Begleiter：

　Cα！α〃’α9’ノ噂。∫”5乃ζzたω1ご〃5～∫

　1ノ～Zごノ‘’〃～～〃〃　τ，～‘～5＿～4α（ノα　var．　〃～’〃〃5

　5・♂’‘ZαgOて・～ノ召zz～〃’6αvar．α∫’α’～‘α

　五‘18ノ～ρ♪加2uか’ψ1～ツZJα

　R1～0‘ZO‘Zθ～‘〃0〃ご∫‘ソ～0〃0∫た～～

　Cα鳳む∫ζzご涜αZ∫〃6〃∫（ノvar．・r〃8〃〃‘ノ’遭

　λ疏ツ1層1’〃〃ツ。泡ノ梶6〃5（～

1＞玉OoSarten：

　坊ψ〃～〃μSP．

　Rノ昭60〃廓ノ噂1”〃’1’α〃9ヴレ’‘1〃α

　2・goノ励〃〃SP．

群落区分種

　イワキンバイ

　ミヤマダイコンソウ

　ヒメスゲ

随伴種
　ヒメノガリヤス

　コケモモ

　アキノキリンソウ

　シラネニンジソ

　コメツツジ

　オオイトスゲ

　ヘビノネゴザ

コケ植物

　ハイゴケの一種

　シモプリゴケ

　スギゴケの一種

　1　　　2　　　3

SO　　SO　　SO
　86　　　87　　　89

　7　　　7　　　7
　1！　　　11　　　11

620　　　　　620　　　　　62G

O．25　　　　　　1　　　　　　25

　10　　　20　　　25

　60　　　30　　　50

　40　　　80　　　5

　11　　　8　　　8

Lage　d．　Aufn．調査地：Berg　Nし1idoishi，　Sai－mura佐井三三道石ll．1．

1・2　　1。2

十　　　　。

2・2　　2・3

1・1

1・2

■

十・2　　　1・2　　　2・3

2・2　　2・2　　　・

2・2　　　。　　　1・2

2・2　　　・　　1・2

十・2　　　・　　2。2

　。　　　！・2　　　　・

　●　　　　　●　　　　り。ワ

2・3　　十。2

2・2　　4。4

！・2　　2・2

1・2

●

●

カンパやときにキタゴヨウ，ヒノキアスナロ，アカマツなどの針葉樹を交える。亜高木層にはア

カシデ，ハウチワカエデ，ミズナラ，バクウンボク，ブナなどの夏緑高木が生育している。低木

層にはオオバクロモジ，オオカメノキ，ヤマウルシ，ウワミズザクラ，ヤマモミジ，ナナカマド

などの常在度が高い。草本層は一部を除いて植被率は20～30％と低く，シシガシラ，チゴユリ，

ハイイヌツゲ，ツルリンドウなどが生育している。出現種数は33～46種，平均39種を数える。

　ボツツジーミズナラ群集はアカシデ，ブナ，ヤマウルシ，ホツツジ，ムラサキヤシオ，アクシ

バ，ヒメモチ，ツルリンドウ，シシガシラによって標徴・区：分される。1ヨ本海側ブナクラス域の

羅一筋に生育する乾性な夏緑広葉樹林である（大場！973，宮脇・佐々木1980，宮脇他1984）。

　ホツツジーミズナラ群集は3∬鍾群集に下位区分された。

　アカマツ亜群集はアカマツ，ハナヒリノキ，ジンバイソウ，キタゴヨウなどにより区：分される。

大畑町小目名沢沿いの中島に生育している自然林である。母岩の露出した細い張り出し尾根で谷
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Fig．36．　山地の夏緑広葉樹二次林を代表するホツツジーミズナラ群集の絹観

　　　　（佐井村穴澗1⊥1，海抜150m）。

Physiognomie　der　sommergrunen　Niederwa1（玉er　c玉es　Trlptale三〇一Quercetum

grosseserratae（BergAnama，Sai－mura，150m廿NN）・

風によって林床が乾燥し易い立地に生育している。

　ウダイカンバ，ノリウツギ，ウラジロヨウラク，ツルアリドウシ，ヒメカンスゲで区分される

ウダイカンバ亜群集は，川内町議の川で植生誹1査された広尾根に生育する二次林である。

　チシマザサ亜群集はチシマザサ，ツルツゲ，シノブカグマ，エゾユズリハで区分される大蜘町

薬研の植分である。渓谷沿いの上部テラスに生育しており，ヒノキアスナロ群集の代償群落と考

えられる。

　34。　サワシバーミズナラ群集

　　　Carpinio－Quercetum　grosseserratae　TohyamaetMochida　1973（Tab．26）

　北海道側の山地，丘陵地にはチシマザサーブナ群集の代償植生としてミズナラ優占林が生育し

ており，サワシバーミズナラ群集にまとめられた。

　サワシバーミズナラ群集は，植生高5～9mと多くは10m以下の低木，亜高木林である。最上

層にはミズナラが鱗被度で優難し，ハリギリ，サワシバ，カスミザクラなどが混生している。低

木層にはサワシバ，ガマズミ，ハウチワカエデ，アズキナシ，ミズナラ，オオカメノキ，ヤマツ

ツジ，オオバクロモジ，カマツカ，ノリウツギ，アオダモ，エゾイタヤなどの夏緑広葉樹が生育
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Fig．37．サワシバーミズナラ群集の相観（尻岸内1町豊浦，海抜！70m）。

　Phy・i・9・・mi・d・・C・・pini・一quercet・m　g・・sse・e・・atae

　（Toyoura，　Shirikishinai－cho，！701n蟻．賛N）．

している。草本層にはショウジョウスゲが優癒し，ワラビ，シラヤマギク，エゾニュウ，アキノ

キリンソウ，オカトラノオ，キジムシロ，アキカラマツなどの草原生の種や，シラネアオイ，マ

イヅルソウ，トリアシショウマ，サルトジイバラ，ナガバハエドクソウ，チゴユリなどが生育し

ている。出現種数は40～50種．，平．均46種を数える。

　サワシバーミズナラ群集はSE～SWと南向斜面に生育している。尻岸内町日浦で植型三調査

された林分は，海に面した沿岸山地に生育している。海からの距離はやや離れるが，海からの風

が懇懇当る慮頂部では，優占するミズナラは低木となり，幽趣的にカシワ林と類似している。

　サワシバーミズナラ群集はショウジョウスゲ，ワラビ，ユゾニュウ，シラヤマギク，シラネア

オイ，オオクマザサによって標徴，区分され，さらに2亜群集に下位区分された。

　ナツハゼ∫臣群集は，ナツハゼ，ヤマウルシ，マイヅルソウ，オカトラノオ，ハナヒリノキ，ツ

ルリンドウ，イヌエンジュ，アクシバ，ウワミズザクラなどによって区分される。戸井町小安町，

三塁林道沿いの内陸側に生育している穂分である。

　ハリギリ涯群集はハリギリ，カマツカ，ヒメカンスゲ，ヒトリシズカ，キバナイカリツウによ

って区分される。尻岸内町日浦の沿岸山地斜面で植生調査された植分である。

　サワシバーミズナラ群集はサワシバーミズナラ群団，コナラーミズナラオーダー，ブナクラス

にまとめられる。



63

b．下縁生低木一つる植物群落 Geb茸sch－und　MantegeseHschaft

　35．　イヌコりやナギータニウツギ群落

　　　Sα♂謡ヵzオ6g㍑一τy8ガ8・θZαん。π6／z5∫5．Gesellschaft（Tab．27）

　森林下部の肥沃な道路法面には，しぼしぼバッコヤナギ，イヌコリヤナギなどのヤナギ属，ヤ

シャブシ，ヤマハンノキなどのハンノキ属，タニウツギ，ニシキウツギなどのタニウツギ属など

が先駆的に生育し低木群落を形成する。今園の調査でもそれらと同様の糖分が観察され，イヌコ

リヤナギー天一ウツギ群落にまとめられた。イヌコリヤナギータニウツギ群落は高さL5mの2

層群落で，低木層にはタニウツギ，イヌコリヤナギ，バッコヤナギ，オノエヤナギ，ノリウツギ

が生育している。草本層にはトリアシショウマ，ゴマナ，ヤマブキショウマ，イヌガンソク，ヒ

ヨドリバナ，アキタブキなどが生育している。イヌコリヤナギータニウツギ群落は法面下部の礫

質の崩積土上に生育している先駆生低木群落である。イヌコリヤナギータニウツギ群落はタニウ

ツギ群団，タニウツギーヤシャブシオーダーにまとめられる。

　36．ヒョウタンボクーノブドウ群落

　　　ゐ。／z此θ1一α魏。澤。測∬．丑規メ》8Zρρ5商∂7－8麗ヵ6漉‘ノzcz‘Zα’α一Gesellschaft（Tab。28）

　森林の林縁には低木類やつる性，半つる性植物が混生してマント群落を形成する。このような

つる低木群落は，今置ほ群落1群集がまとめられている。

　ヒ・ウタンボクーノブドウ群落は大間町の海寄りの低海抜地に生育しているつる低木群落であ

る。カシワ林の林縁，生壇，畑放棄地の二次的な繊分がまとめられている。ヒョウタンボクーノ

ブドウ群落はノブドウ，ツルウメモドキ，ヒョウタンボク，ミツバアケビ，ノイバラ，オオヨモ

ギなどにより区分される。植生高1．5～4mで2層群落を形成している。低木層には区分種群の

他，ヤマグワ，タニウツギ，ガマズミ，マユミなどの夏緑低木が生育している。草本層にはオオ

ヨモギ，ゴマナ，アキタブキ，ウマノミツバなどが生育している。出現忌数はU～35種と植分に

より差が大きい。

　ヒョゥタンボクーノブドゥ群落は林縁植物群落のまとまりであるミヤママ鰭酒ビーヤマブドウ

群団，トコロークズ馬田ダー，ノイバラクラスにまとめられる。

　37．キクバドコローヤマブドウ群集

　　　Dioscoreo－Vi毛ietum　coignetiae　Miyawakietal．1968（Tab．28）

　キクバドコローヤマブドウ群集は内陵側山地に生育するつる一低木群落である。青森県佐井村

橋掛沢，規内町福浦規，大畑町恐［蜘大間田∫折戸山，北海道戸井町などから植生調査資料が得ら

れている。キクバドコローヤマブドウ群集はキブシ，ヤマブドウ，マタタビ，オオバクロモジ，

タラノキによって標徴，区分される。低木／習はタニウツギ，オオバクロモジ，キブシ，タラノキ，
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Fig．38．林道ぞいの法面に発達するイヌコリヤナギータニウツギ群落（大畑

　　　　町大畑川，海抜180m）。

Eine　Bestand（ler＆1／～ユ，～〃’‘ノg1Yz．璃を〆g‘’1ζ～1～o〃θ～∫’5．Geseilschah　auf　der　Schしlttllalde

entlang　deln　Forstweg（FluβOhhata，　Ohhata－machi，1801n　U．　NN）．

　　　　　　　　　　　　Tab．27．　イヌコリヤナギ一雨ニウツギ群落

　　　　　　　　　　　　＆～”、む1〃！ogノ’ζレU畳ノ’8で～α1～o〃。〃5～5－Gesellschaft

Fe1（レNr．調査番号；MO－82．　Gr6Be　d，　Probeflachc譲絹査面積：20m2．恥he“．八厘eer海抜高1180m，

Exposition方位：NW．　Neigung傾斜：30。．　H6he（L　Straucl〕schicht低木摺の高さ：！5m．　Deckung

（LStrauchschicht低木」習の植被率；60％．　H6he　d．　Krautschicht草本層の高さ：！．4m．　Deckung（1．

Krautschicht草本鰻の植被率：80％．　Artenzahi繊四種数＝17．

Tren照r乱en　d．　Gesellscl臓aft＝群落区分種

　既～98んz1～o〃6〃51∫

　5α〃諾～ノ故♂8”弓α

　磁〃ヱゐ‘～たみO

Sonstige　Arten＝

磁〃灘∫α‘1～α♂～〃6〃5～∫

遅y凶’α〃98αρα〃～‘7～’zα頗

　タニウツギ　　S3・3

　イヌコリヤナギS2・2

　バッコヤナギ　　S1・1

その他の種

　オノエヤナギ　　S1・！

　ノリウツギ　　　S牽
．‘MZゐθ〃～～〃zみθ’君9～～var．ω〃9徽～

　　　　　　　　　　　　トリアシショウマK2・3
A溜ノ’ψ1～ノ～～～var．1～0〃408〃5～5

　　　　　　　　　　　　　ゴマナ　　　　K2・3
M漉顔’αゴαoブ～8π彦α廊　　　イヌガンソク　Kl　1・2

ズ1ノ脅〃ノ’α’∫4～01‘マf∫var．勲～ψZ～ノ～∫

　　　　　　　　　　　ヤマブキショウマK1・2
ル如ノ齢ノ砂・〃～θ’∫var．9’9π〃‘8‘’∫

　　　　　　　　　　　　アキタブキ　　　K1・2

ε6〃8‘10ぐαノ切αゐゲb1～’で∫　　ハンゴンソウ　　1く十・2

Cαノ歓τ1～8’8ノ’oZ｛ψ～5　　　　ヤマアービスゲ　　K十・2

E砂蟹01層～～〃〃c1～～〃8ノ～5e　vaf．5‘zぐノzαZ玩4〃∫8

　　　　　　　　　　　　ヨツバヒヨドリ　K十・2

ヨノ廊〃～ノ5～α／ηゴノ～‘’4）5　　　ヨモギ　　　　
K十

オァ・αZ～α601’滅君α　　　　ウド　　　　　K：十

左9～’∫5θ顔ノ〃α7惣8ノ～∫4　　　スギナ　　　　　K十

鳶8rお481～餓∫α　　　　　ニガナ　　　　　K十

Lage　d．　Au｛n．調査地：Ohl玉atag餌a，　Ohhata－machi大畑時大畑川．　Daωm　d．　Aufn．調査年月日：12．

　Juli　1984．
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Fig．39．林縁をおおうつる植物のマント群落のキクバドコローヤマブドウ群

　　　　集（佐井村橋掛沢，海抜！00m）。

　　Wachsende　Ranken　des　artennreichen　Mantelgesellschaft　D　l　o　s　c　o　r　e　o．

　　Vltletum　cQignetlae（Hashikakezawa，　Sai－mura，100m琶．　NN）．

ヤマグワなどの夏緑低木に，’マタタビ，ヤマブドウ，サルナシなどのつる植物がからみついてい

る。草本層にはアキタブキ，ヒヨドリバナ，ツルアジサイなどの常在度が高いが，植分により種

組成の蓮いが大きく共通して繊現する種は少ない。

　キクバドコローヤマブドウ群集はバクウンボク，イケマ，オヒョウ，タマブキ，ハンゴンソウ，

サワアザミで区分されるイケマ亜群集と特別な区分種のない典型亜群集に区分される。イケマ亜
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群集は沢沿いの湿性な斜面法面などサワグルミ林の置引に生育している。典型亜群集はブナ林や

スギ植林の林縁に生育している。

　キクバドコローヤマブドウ群集は日本海側に分布するマント群落でミヤママタタビーヤマブド

ウ群団，トコロークズオーダー，ノイバラクラスにまとめられる。

c．伐採跡地群落 Schlaggesellschaften

　38．　クマイチゴ群落

　　　Rz‘ゐz‘56プα伽9ヴ磁‘7？z－Gesellschaft（Tab．29）

　森林の伐採あと地の植生は伐採前の群落の構成種とともに，急激な環境条件の変化によって数

多くの植物が周辺域より侵入し，一時的に混乱状態となる。侵入植物の多くは陽樹であり，中で

もキイチゴ属植物が生育するのが特徴的である。

　大畑町長次郎林道沿いではヒバ林の伐採が広面積で行なわれている。そこにはクマイチゴ，ク

ロイチゴ，エビガライチゴのキイチゴ属植物の他にニワトコ，タラノキ，サンショウ，ミズキ，

ウダイカンバなどの陽樹がみられる。草本植物にはウド，ノゲシ，トリァシショウマ，ヨツバヒ

ヨドリなどもみられる。北海道地区では気無山（戸井｝ll丁海抜160m）での調査資料が得られたが，

同種でもクマイチゴ，エビガライチゴが生育し，種組成的によく似ている。

Fig．40．伐採地の状況。クマイチゴ群落が広く生育している（大畑町長次郎

　　　　沢，海抜430m）。

　　Ein　Abholzungsplatz，　an　welchem　die　Rzめ～’50rα如8g∫ノb諭’〃～．Gesellschaft

　　Upp量g　gewachsen　ist（Chozirozawa，　Ohhata－machi，430m章．　NN）．
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Fig．41．　山地の伐採跡地に発達するクマイチゴ群落（川内町1」イ：創⊥【，海抜500m）。

　　　Ein　Bestand　der　R〃ゐ～’∫θ噂α♂α8gヴb〃”∫一Sch｝aggesellschaft（Berg　Gurakura，

　　　Kawauchi－machi，500m　U．　NN）．

　伐採地あとには大願地区では主にスギ，北海道地区ではトドマツの植栽が行なわれている。下

刈りの管理の程度によって，しばらく陽生植物によるヤブ状態がっつくが，植栽木の生長に従っ

て徐々に陰生植物による林床が形成されていく。

d．植 林 Forste

　39．　スギ植林

　　　αッμoノπ6厚αブαノ）07～f6α一Forst（Tab．30）

　スギは斜面下都や谷沿いで比較的多く植林されている。今回スギ植林は4植分が植生調査され

た。スギ植林は閣議がうっ閉するため老齢林では林床に本来の潜在自然難生の構成種が復元して

来ており，潜在自然植生推定の良い手がかりとなる。

　穂栽されたスギは艮好な生育を示しているが，一部折戸山山腹の総懸はあまり生育状態が良く

ない。折戸山の植分を除いて樹高20m以上と良く発達している。亜高木罵をもつ4層構造の植分

もあるが，亜高木層にはツタウルシ，ツルアジサイ，ハリギリなどが見られるにすぎない。低木

層，草本層にはオオバクロモジ，ウワミズザクラ，ハナイカダ，ツリバナ，オシダ，ガマズミな

どのブナクラスの種群，トリアシショウマ，アキタブキ，コンロンソウ，ミヤマシシウド，ジャ

コウソウなどのヨモギクラスの種群の常在度が高い。これらの種以外にその丁丁のみに生育して

いる出現1厘1の種が多く，出現種数は37～56種，平均48種に達する。
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　　　　　　　　　　　　　　　Tab．29．　クマイチゴ群落

　　　　　　　　　　　　　　Rτめ〃∫σ厩α69ぴ∂Z1π5－Gesellschaft

　Feld　Nr．調査番号：SO－104，　Datum　d．　Aufn．　調査年月日；12．　Juli　1984．　H6he茸．　Meer海抜高；

430m．　Expositlon赫．　Neigung方位及び傾麟：W25。．　Gr6Be　d．　Probe％che調査面積：150m2，

H6he茸．　Deckung　d．　Vegetatlon植生高及植被率：130cm，70％　Artenzahi出現種数：26．

Trennarten　d．　Gesellscl㌃aft：群落区分種

R～めz♂∫cノ冤α89⑳z∫τ‘∫

Rπ勧5♪1～oθπゴごoZα∫∫～‘5

R～’6～’3η～召50g麗～♂∫

クマイチゴ 5。4

エビガライチゴ1。2

クロイチゴ

五α薇畑㍑認βαノ～αvar．8♂αオα

ヤマニガナ
E～脚彦01加〃。乃∫刀6／z∫召var．5‘zご1～α♂∫ノ～6ノ～5‘・

Arten　d．　Rosetea　multiflorae：

十

÷

ヨツ／ミヒヨドリ十・2

　稼君∫∫60∫9／z8癩。

　．ん・α々α4zαオα

　〆1c孟～η～ゴ～ααノ9～’彦α

　5α〃め己κ～，55∫8∂oZ4～α刀π

　ノ1CがノZ此距αたoZO〃ゴん’α

　〆11・‘～Z～πぐ0～・4‘～’‘‘

Begleiter：

ノイバラクラスの種

ヤマブドウ

タラノキ

サルナシ

ニワトコ

ミヤママタタビ

　　ウド

随伴種

∫1∫’泌βぬ〃～ゐ8／9～’var．‘・ノ～98勲

　2。2

　！。2

　1・2

十。2

’十・2

　十

トリアシショウマ2・3

ゐ∫〃68ノ「α♂〃〃ムピ〃‘～’αvar．〃’61〃∂1一α〃αご8α

　　　　　　　　　　オオバクロモジ
乃雄漉65．声4）o所甜5　　　アキタブキ

P如廊ゴαρ0〃16α　　　　コオゾリナ

説1り，漉〃〃3／oた。∫ご伽5θ　　ヘビノネゴザ

3’θ9ノ～091η〃～〃～αρ02・～SSP．〃～・♂～∬～〃～‘」

　　　　　　　　　　　ミソシダ
Cαノπげ・〃ご1z・∫オαc1～）・αvaLψ～乙8ノ’ノゴノ〃‘ど

　　　　　　　　　　　ミヤマカンスゲ
C1ツ拶。〃～6がαブ砂ω～ノぐα　　スギ（Kul亡）

迎α9～09ツ1ゴα川α齢1〃〃z〃ぞαノ～α

　　　　　　　　　　ヤマソテツ
3ω昭。～06απノπめヴb♂加5　　ハンゴンソウ

C17糖〃ノけz～〃，ω漉～〃〃　　ナンブアザミ

Cα6αZ’‘置1～α3’α’αvar．01・ノ6〃zζ～々5

君0々イ∠α〃πぼ’〃’OZθ～α～‘～〃‘～

！）〃〃〃，∫てノ01－8‘7～，〃ゴ‘z

30〃‘1～～，50々ノ・αご6～ごぎ

ヨブスマソウ

ゥタイカンバ

カスミザクラ

ノゲシ

2。2

！。2

1・2

1・2

1・2

1。2

1・！

遍ト。2

十・2

十・2

十・2

　十

　十

　十

Lage　d．　Auin．調査地：（．holiro－riロdo，　Ohhata－machi大彊il町長次郎林道．

　スギ植林は2っの下位単位に区分される。エゾイタヤ，ヤマモミジ，コウヤワラビ，ヨブスマ

ソウ，イブキヌカボ，アカソ，ミヤマニガウリ，ウド，オオイタドリにより区分されるエゾイタ

や下位単位は，海抜15，30mの低海抜地の河床テラスに植林されている。ホオノキ，サワシバ，

ヤマブドウ，シナノキ，ミゾシダ，ハイイヌガヤによって区分されるサワシバ下位単位は海抜

100m，120mの山腹下部斜面，斜面下部のテラス状地に植栽されている。

　スギ植林は水分条件，土壌条件の良い，ジュウモンジシダーサワグルミ群集やヒメアオキーブ

ナ群集の潜在自然植生域に植林されている。

　40．　トドマツ（アカトドマツ）植；林（Tab．31）

　　　Aう∫ε5　5α61LαZカZ8／Z∫∫5－Forst

　笹積山の北東斜面にかけての由地には比較的広面積にひろがるトドマツ植林地がみられる。下

北半島部ではスギ，ヒノキアスナロが主体で，トドマツの植林はほとんどみられないが，北海道

ではスギおよびトドマツ植林が盛んである。トドマツ植林は，スギ植林に比較して内陸部の海抜

100m以高のLi一鞄に造林されている。
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Fig．42．下北半島沿海地域の海風の影響が薄らいだ凹面斜面はスギ植林でお

　　　　おわれている（佐井柑願掛岩付近，海抜150m）。

　　Eine　Landscha‘t　des　K茸sten－Gebietes　der　Shimokita．Halbinsel．　An　der

　　konkaven　Hangen，　wo　der　Einfluss（1er　Seebrise　gering　ist，　wlrd

　　gew61mlich　Cりψ’oノ〃6ノゴαブ‘ψo／z’ωangepflanzt（Ganlくakeiwa，　Sai．mura，

　　150m廿．　NN）．

　木地域で植生調査されたトドマツ植林は樹高16m前後の50年生（昭和7年植林）の壮麗で比

較的管理のいきとどいた美林である。森林構造は3隅で亜高木層を欠く。低木層にはオオバクロ

モジ，ムラサキシキブ，ミズナラなどブナクラスの植物が多数生育している。林床の草本層には

ミヤコザサ，クマイザサなどのササ類が繁茂するほか，マイヅルソウ，ヘビノネゴザ，イワガラ

ミ，ツタウルシなどの構物が比較的高い頻度で生育している。

　41．　クロマツ植林

　　　注7ε硲オ1露〃～み674〃Forst（Tab．32）

　大間町には防風林として所々にクロマツが植林されている。特に水田の周辺や海岸沿いに多い。

これらクロマツ植林は良く発達した磁分では高さ20m近くにも達し，4層群落を形成しているも

のもある。林内にはガマズミ，ツタウルシ，ウワミズザクラ，ハリギリ，ヤマウルシ，ツノハシ

バミ，カマツカ，オオカメノキ，オオバクロモジ，ミズナラなど多くのブナクラスの夏緑広葉樹

が生育している。種組成的にぱエゾイタヤーシナノキ群落などの夏緑二次林と類似している。草
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Fig．43．　亀田半島ではトドマツ，アカエゾマツの檀林が盛んで，海抜100m

　　　　以高の由地ではスギ糖林よリトドマツ植林地が広くみられる（滉岸内

　　　　町川上，海抜150職）。

　　Auf　der　Kame（1a．Halblnsel　wer〔len織田げ∫∫αご1～α〃～～ω～5∫∫un⊂L臼’ごβαび」61’〃1’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　廿ber！00m茸．　NN（lnonta1臓e　Stufe）verbreitet　angepflanzt（K託しwakami，

　　Shirildshinai－cho，150m　U．　NN）．

本層にはクマイザサが優占している植分が多くツタウルシ，サルトリイバラ，ハイイヌツゲ，オ

オタチツボスミレ，ヤマカモジグサ，ワラビ，ワレモコウなどが生育している。繊現1回の種が

多く，1植園の出現種数は37～46種，平均41種と多い。

　クロマツ植林は大間町では水a三1の周囲に多く，水田の風による気温の低下を防ぐ役割を果して

いると考えられる。

　42．　アカマツ植林

　　　pゼノ～z‘548／z5〃Zoノーα．Forst（Tab，32）

　調査地域内にはクロマツ植林の他アカマツ植林もみられる。アカマツ植林はクロマツ植林と相

観的，種組成的に類似しているが，アカマツ植林はクロマツ植林に対して，ヤマモミジ，アオダ

モ，マイヅルソウ，エゾイタヤ，ゴンゲンスゲ，ミヤマエンレイソウ，バクウンボクなどによっ

て区分される。アカマツ植林は高さ20m前後の4層構造を呈しており，ハジギジ，ヤマモミジ，

アオダモ，オオバクロモジ，アズキナシ，オオカメノキ，ウワミズザクラ，ヤマウルシなど多く

のブナクラスの夏緑広葉樹が多く生育している。クロマツ植林よりもさらに夏緑広葉樹林に近い
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　　　　　　　　　　　　Tab．31．　トドマツ（アカトドマツ）植林

　　　　　　　　　　　　　　　　ノIZ＞’6∫　5α（〕ノ露αZf／Zθノ～5∫5脚Forst

Feld－Nr．調査番号：HO－6．　Gr6Be　d．　Probeflache調査面積：200m2，　H6he且．　Meer海抜高：210m，

Exposition方位；S．　Neigung傾斜＝200．　猛6he　d．　Baumschicht高オく層の高さ：！6m．　Deckung　d・

Baumschicht高木層の植被率：80％，　Hδhe　d．　Strauchschicht低木層の高さ：2m．　Deckung　d．

Strauchschicht低木層の植被率：40％　　H6he　d．　Klrautschicht草本層の高さ：0，5m．　Deckung　d・

Krautschicht草本層の植被率：70％．　Artenzah1出現種数：43．

Gepflanzter　Baum：

・孟ゐ～835αcゐαz〃～ω～∫∫5

Sonstige　Arten＝

CαZ々‘α’ψαノ妙。ノ～ゴαこ

植栽樹種

　トドマツ

　（アカトドマツ）

その他の種

　ムラサキシキブ
Zノノzdセノ・α3ωめ8Z♂αオαvar．1〃8〃め1一α〃ααノα

　　　　　　　　　　オオノミクロモジ
ハ4∂プπ∫ゐ。〃峻yc∫5　　　ヤマグワ

Cψ～・Z伽溜5乃αノ”ゴ〃9’・漉var．刀α・～α

　　　　　　　　　　ハイイヌガヤ
E～‘o〃）〃〃硲Ojじツρ1り評Z諏∫ツリバナ

乃・α葱ノ耀∫∫惣ゐoZ読αノzα　マルバアオダモ

ム～ly【力層απ98α♪ごτノ～∫〔，〃Zα麺ノリウツギ

Q～‘8ノ層ε～’5〃’・ノ～9・Z～・αvar．9ノ¶・∬醐γα孟α

　　　　　　　　　　　ミズナラ
ル丘碧’ノ～0〃α0∂0τα故　　ホオノキ

飾た砂加gぬ．ノ砂。加αz　ハナイカダ

五‘βノ’ノ〃。刀ovar．〃！々ン漉アカイタヤ

＆妙んメ8α伽〃～αZ滅♂　ミツバウツギ

Mz9〃・〃α励〃∫var，δ・1一召α〃5

　　　　　　　　　　キタコブシ
Z詑ノ～疏。叙y々”μρψθ18融〃〃サンショウ

孟6α〃〃z砂ω～ごz灘5ご’α4（ψ1～メ♂o’‘♂85

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コシアフフ
〃己君〃～αぴ9ρo読‘　　　アオハダ

孟ご8グゴ妙。加α〃π　　　ノ・ウチワカエデ

霧1読観ノ～ご1地5侃〃ψαノ耀♂α薇5

　　　　　　　　　　サラサドウダン
＆τ∫α漉老ρo〃fατ　　　　ミヤコザサ

αZ1・6ごじ∫α雛α♂ガπ6〃5～誘　　ゴ’ンゲンスゲ

B5・5

S2。3

S1。2

S十。2

S十・2

S十
S十
S十

S十
S十
S十
S十
S十

S十
S十

S十
S十
S　十

S十
K3・4

K十・2

5螂α∫θ〃研eη5お　　　　クマイザサ

561L’之〔ψん7’α9〃～α庚y4＞wzgεo’483

　　　　　　　　　　イワガラミ
ハ4詑’απ〃z8〃銘〃π読zα’α’z〃π

　　　　　　　　　　マイヅルソウ
A〃りη’∫π〃占ツ。ゐ05ご8／z∫θ

Cαプ6灘COπゴCα

R1躍5σ〃め’9～イα

▽癖∫60’9／z8がα6

称oZαた～‘∫αノ～0αノ1α

ヘビノネゴザ

ヒメカンスゲ

ツタウルシ

ヤマブドウ

K十・2

1く十・2

K十。2

K十・2

K十。2

K十・2

K十
オオタチツボスミレ

　　　　　　　　K÷
・1η〃～αご3読・∫α‘5var．’6刀～‘グ磁‘5

Rτηα∬ノ砂01～～α’∫

・4’～94飴αμめβ5c6〃∫

αノ〃沈ψ‘9α∫’〃ψ♂8灘

ヤマブキショウマK十

トチバニンジン　　K十

シシウド　　　　K十

サラシナショウマK十
ノ1四脚～必αρo砂gπ〃’α　　マタタビ

ル漁琳沼ノπ力瀦！6フフノ～．∫〃πZ～5フヅキソウ

Z）ノ＝y砂’6プ’∫oノ’α∬∫ノ’1正捻。〃～α

　　　　　　　　　　オシダ
α～妙πノ～♂加∫露ψo〃～αビ5ヒ闇シズカ

C1～Zoノ層‘zπぬ’∫561噛1’α飯∫　フタリシズカ

Cα‘αZ1α1～α3’α’‘‘var．如ノ～盈α8

　　　　　　　　　　イヌドウナ
飽α5π．85ノ・ψ・ノ～fα‘5var．9’9㍑ノ～蜘5

　　　　　　　　　　アキタブキ
＆ゐガ∫αノκゐUノ’｛ψαπ磁　　マツブサ

稀oZα窃扉αC8α　　　シハイスミレ

・4∫∫～Z加ぬ〃め8／9’∫var．‘・〃98勲

王（÷

K÷

K十
K十
K十

K十

K牽
K十
K十

トリアシショウマK十

Lage　d，　Auf且．調査地：Kawakami－rindo，　Shirigishinai－cho尻岸内町川上林道．　Datum　d，　Aufn．調査年

　月｝ヨ：1／．Sept．198護．
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縫難難

夢灘、

織

磯

Fig．44．下北半島の内陸山地の尾根部斜面に生育するアカマツ植林（川内町

　　　　安部城海抜90m）。

　AII　K註mmen　des　inlan〔lischen　Gebirges　der　Sllimokita－Halbillsel　wachsender

　Pげノz～‘∫6♂6〃∫ゲZo’u－Forst（Abeshiro，　Kawauchi－machi，90m　U．　NN）．

種組成を持っている。今回まとめられたアカマツ植林には二次林的な魯ll分も含まれている。アカ

マツ植林は尾根や尾根に接した斜面などに多くみられる。

　43．　カラマツ植林

　　　ゐαノ・謡乃α6〃4ゾ冶ゾーForst（Tab．33）

　調査地域内は全域がブナクラス域に含まれるためカラマツ鶏林も行なわれているが，面積的に

は非常に少ない。今回植生調査されたカラマツ植林は川内｝町中／晒の植分である。

　植林されたカラマツは高さ17mとよく生長している。璽高木層，低木層はみられない。草本層

は高さ0．6m，植被率80％でクマイザサが優占している。他にコマユミ，サワフタギ，ヤマウル

シ，ガマズミ，エゾアジサイ，ナルコユリなどブナクラスの種群，イヌヨモギ，ウマノミツバ，

ノブドウ，ナワシロイチゴ，ヒヨドリバナ，ミツバツチグリ，ゲンノショウコ，ノイバラ，ツル

ウメモドキなど林縁生，蘂原生の種が多く生育しており，繍現種数は48種を数える。

　このカラマツ植林はヒメアオキーブナ群集の潜在自然植生域に植栽されたカラマツ林である。
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　　　　　　　　　　　　　　Tab．33、　カラ’マツ槌材く

　　　　　　　　　　　　　　　　1レα’．ゼ」τ　　々α6〃～1≧1～ヲ’層∫騨Forst

Feld－Nr．調査番号：MO－80，　Gr6Be　d．　Probeflache調査面積l　l50m2．　H6he　U．更＞leer．海抜高：110m，

Exposition方位：一．　醤eigung傾斜：0。．　H6he　d．　Baumschicht高木層の高さ：17m，　Deckung　d．

Baumschicht高木層の植被率；80％．　H6he　d．　K：rautschlcht草本層の高さ：6m．　Deckullg　d．　Kraut－

schicht草本層の植被率；80％．　Artellzah1出現種数：48．

Gepflanzter　Baum：　　植栽樹種

　エンz厚必ゐα召〃～睡～ゴ　　　カラマツ

Arten　d，　Fagetea　crenatae：

　　　　　　　　　ブナクラスの種
　．1々δ’〃・耀〃μ‘配‘露α加ノμ　　ガマズミ

　沢1躍∫猷～ご1～o‘wアα　　　ヤマウルシ

　／lzκ～め‘σ‘ψ0〃∫ぐ‘墨var．わ0’噌8αZ～∫

　　　　　　　　　　ヒメアオキ
　．Wゐ～．〃”〃μ〃Rσ’層fψ躍　　ミヤマガマズミ

　∠万5カ0’Wμ5〃～．躍‘Z（ゴ川〃πチゴユリ

Sonstige　Arten＝　　　その他の種

　／1∫躍加’1㍑〃～加ノ客～∫var．ω〃9ωごα

B／5・4

K十
K十

K十
K十
K十・2

　　　　　　　　　　トリアシショウマK十
日’α5彦ピ5ノ‘ψo〃∫αzvar．9∫9αノz記z’∫

　　　　　　　　　　アキタブキ　　　　1く÷・2
1’αcノ¶6〃α’αVar．♪α々‘40∫α

　　　　　　　　　ハイイヌツゲ　　 K十
5α5α5β〃α〃6〃5～∫　　　クマイザサ　　　K3・4

．V70♂αんμ5α〃。αノ’α　　　オオタチツボスミレ

　　　　　　　　　　　　　　　　　1く十
P’．‘η甲’61加〃．・置α”〃〃κ〃’var．　Zα翻～‘5α4～〃〃

　　　　　　　　　　ワラビ
C4α5ご．グ’‘5019翫α’～α甜∫　ッルウメモヂキ

Ro5α〃～．雇‘ヴ70”‘‘　　　ノイバラ

・4〃ψ8ZoP∫’∫ゐ1’4・ぴφαZ’〃～α4αごα

　　　　　　　　　　ノブドウ
1）6∫〃ω‘♂々〃〃、0灘》ゾ》ノリ〃μ川ヌスビトハギ

Bα・6ん0〃亙αプα68ノ〃0∫ζZ

Cαプ薦ノ妙。〃～α‘

α1冨躍μ〃ψ汐。〃～‘マ‘〃’．

Rμう～郎ραノ’τケ∂♂々’∫

ノ生1・α亙‘乙6zαごα

クマヤナギ

ヒゴクサ

ナンブァザミ

ナワシロイチゴ

タラノキ
Tンψ‘α噂。ψ8〃〃’〃～露ノ‘ψo〃～α〃〃．

　　　　　　　　　ツルリンドウ

K十・2

K十
K十

K十
K十
K十
K十
K十
K十
K十

K十

Cα’・8記5α‘ゾ～．αZ加8ノ～∫お　　ゴンゲンスゲ　　　K十・2

P＞r8ノ～α〃’1融∫融刀αゐα8　　オオニガナ　　　K十

P∫oグα5ノ〃αgz娘∬ど。’げ。∫　ニガナ　　　　　　K十

Mo’・Z‘∫60〃めツCお　　　ヤマグワ　　　　K十

Eτψα∫0”加〃．c11”1ε〃∫‘～var．5’〃ψ痂ケb♂如π

　　　　　　　　　　ヒヨドリバナ
話1ノ・αc1阻め‘Zθ∫規～漉6α　シノブカグマ

Co♂・ノ砂廊Zα〃‘εoZ‘墨‘‘‘ツルニンジン

3α～～∫C1’Zα‘施∫ノ躍〃∫お　　　ウマノミツバ

5〃～～7αζけψα1略∫‘zvar．”5∫κη18ノ～∫～5

　　　　　　　　　シオデ
Sα〃めんαび5融60Z4∫α1～α　エワトコ

R酌醐θ’α如69がbZf郡　 クマイチゴ
E～ωノZツ’〃～’∫α♂αオ～‘5vaL‘ψ‘8ノ・”∫

　f．　c～Zノζz虞．o‘～6／zごα彦～’∫　　　　　　　コ　マこ：L　ミ

疑y4ノ層αノ～96α〃’α‘”o汐1り・zzαvar．〃’88照〃：ρα

　　　　　　　　　エゾアジサイ
Sα∫αん～〃’伽〃∫15　　　チシマザサ

ノ1π8〃～～5忽た8∫∫た6α〃α　　イヌヨモギ

％砂8’oノ～α甜ノπノ～τ♂cα撫ノμナルコユリ

⑤yノ〃μ0ω5ご伽8ノ癬var．！ακoα砂ζz

　f，μ05α　　　　　サワフタギ
Zくy∫〃〃召（ゾ～．’αノ‘ψo〃～α‘f．∫zめ∫8∬～1～∫

　　　　　　　　　　コナスビ
Gαz’～〃〃た液’〃ノ’”9’〃㍑

CαZ‘z〃〃～βケ’αzノカ～α’α

Ryノ’oZα〃～α〃フ～‘πα

＆〃フーα々‘Zα’ノびZ，Zαノゴ∫

Po如～’〃‘1ノ）ρりη～’α〃α

ゐαC禽κα50プ0ノ・此乙

7セ～．κ’¶々〃πノ‘ψoノ～∫αθπ

G81‘α〃々〃〃．’んz‘ノ～∂8’ヨ∬

キクムグラ

サルメンエビ不

K十
K十
K十
K十・2

K十
K十
K÷

十2・2

K：十

K十・2

K1・2

K十

K十

K十
K十
K十

ベニバナイチヤクソウ

　　　　　　　1く十。2

タムラソウ

ミッバツチグリ

ムラサキニガナ

ニガクサ

ゲンノショウコ

K十
K十
K十
1く十

1く十

Lage　d．　Aufn．調査地l　Nakagawa，　Kawauchi－machi　ll【内町中川，

　Juli　1984．

DatUm　d．　Aufn．　調査年月日1／2
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Fig．45．海岸後背砂丘のクロマツ植林の前縁に緬林されたオオバヤシャブシ

　　　　植林（大間町大間平，海抜3m）。
　　｝｛inter　deln　auf　den　D員rlen　wachsenden　P～〃～‘∫〃～～〃め召ノ宮∫一Forst　wurde　ein

　　〆》ノ〃’∫5∫召ろ。♂‘♂～αノ’α一Forst　angelegt　（01｝madaira，　Ohlna－1nachi，　3m　U．　NN）．

　44．オオバヤシャブシ植林

　　　ノ1Z照55∫6ゐoZ漉‘‘ノ～α一Forst（Tab．34）

　オオバヤシャブシは関東地方から紀伊半島の太平洋側に自生する夏緑小高木であるが，根に窒

素園圃菌を共生するため生長：が速く，緑化木としてヤシャブシなどと共によく植えられる。植生

調査されたオオバヤシャブ植林はクロマツ植林の類縁に植栽されている。植栽されたオオバヤシ

ャブシは高さ7mと生育は良好である。オナバヤシャブシは低木層にも生育しており植分は3層

に階層分化している。低木層には他にヒョウタンボク，ツルウメモドキ，アキグミ，ニワトロな

どのノイバラクラスや園圃ウツギーヤシャブシオーダーの種が生育している。草本層はクマイザ

サが密生しており，ヨモギ，アキタブキ，オオイタドリ，ウド，トリアシショウマなどヨモギク

ラスの種，ナワシロイチゴ，ノイバラ，ハコベ，アキノキリンソウなどが生育している。出現種

数は25種を数える。

45．アブラギリ植林（Tab．35）

　　ゑZ6Z〃寵8∫ωブ4α如一Forst

銑井村長浜にはアブラギリが植栽されている。アブラギリはかつて漆器用の木炭や油を採取す
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　　　　　　　　　　　　　　Tab．3確．　オオバヤシャブシ植林

　　　　　　　　　　　　　　　　妊1♂〃～‘5　∫∫θδoZ♂’α〃ζ乙＿Forst

Feld－Nr．調査番号；MO－128．　Gr68e（1．　Probeflache調査面積；40m2．　H6he　U．　Meer海鼓高：3m，

Expositio11方位：一．　NeiguRg傾斜：0。．　H6he　d．　Baumsclユicht高木層の高さ：7m，　Deckung　d．

Baumschicht高木層の植被率：85％．　H6he　d，　Strauchschicht低木溜の高さ：2m　Deckung低木層

の植被率；10％．　H6he（1．　Krautschicht草本層の高さ＝0．5m，　Deckung　d．　Krautschicht草本層の植

被率＝80％．　Artenzahl出現種数；25，

Gepflanz亡er　Baum三　　植栽樹種

　！霊Z””55～8～フoZ4～αノ1α　　オオバヤシャブシB25・5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S1。2
Arten　d．　Fagetea　crenatae：ブナクラスの種

　積乃～〃フ～～〃〃読Zα確ご～〃〃　ガマズミ　　　　S十

Sonstige　Arten：　　　その他の種

　A∫躍加〃z～〃～ム8’9～！var．6ω～9’8∫故

　　　　　　　　　　　トリアシショウマK十
　飽α∫燃ノ‘ψθノ～ガα’ぶvar．9恕τ〃～‘α’5

5ノ〃πα．君‘ゾ～1ノ～α

3α5α∫6ノ～‘〃，6〃5～∫

Cβ♂‘z5〃・〃50’・ゐ！（マ，♂α‘，，5

Ro∫αノ〃～〃曜。紹

アキタブキ

サルトヲイバラ

クマイザサ

ツルウメモドキ

ノイバラ

ノレ〃ρeZoが～∫加でて，～力配’‘〃‘，〃伽∫α

ノブドウ

Po砂go〃〃〃∫α6んα♂加6〃記オオイタドリ

ノ11一α♂∫αωズ‘Zα’α ウド

K十・2

K十
K4。4

K　十

K1・2

K　十

K　十

K十

勘耀ノり！ρ・41♂‘〃砥｝・／㍑’～α〃〃vaL〃’～56／w〃

Egz’～58’～〃παノ’η6ノ～5ピ

αノ写～～〃〃〃4ψoノ～～ご～〃ノ～

茄め～’∫少α加ゲbZ々’5

・或’¶ご6〃～∫5’αρ1ゴノπ，ψ5

翫認α1‘～α〃β9館ご’‘エ

ヤマカモジグサ

スギナ

ナンブァザミ

ナワシロイチゴ

ヨモギ

ミドリハコベ
5・々4α90て・’ノ召とz一α～’照var．α∫∫α勲z

アキノキリンソウ
Pb∠y9’oノ耀〃’ん〃～ゐ619ガ　ミゾソバ

瓦妙β〃‘z～’zαたα〃1’5ぐ1～‘z‘’αz

オニシモツケ
Cαα～Z’α1～α5∫αオαvar．オα〃αたαご

5α〃め，♂（W∫∫～の0♂‘！’α〃α

ゐ0ノ～どC6，・α〃’01γ0τσ～～

E♂α6α9〃～’∫～〃〃ゐ8zzα彦α

＆z”∫5～θm5z‘9～ノ〃～〃脚

イヌドウナ

ニワトコ

キンギンボク

アキグミ

K　十

K十・2

K十
K2。2

Kl・2

K1・2

K十・2

K十・2

K　十

K十
S　十

S　十

S　十

ナンブトウヒレンK十

Lage〔1．　Aufn．

　Ju1量　ユ984．

調査地＝Ohmadaira，　Ohma－machi大間IliT大間平．　Datu魚d．　Aufn．調査年月日：14．

る羅的で滋賀県福井漿などで盛んに栽培されたが，今日ではアブラギリ植林は珍しくなっている。

植生調査されたアブラギリ植林はアブラギリの高さ5m余りの比較的若い林でアブラギリがまぼ

らに植えられている。林床にはヨモギ，アカソ，エノコログサ，アキタブキ，イヌトウバナ，ミ

ズヒキなどのヨモギクラスの種群，ゲンノショウコ，ススキ，ヤマハギ，オトコエシなどススキ

クラスの種群，タラノキ，タニウツギなどが生育している。定期的な下草刈りが行なわれており

陽競りの良いことも影響して出現種数は32種と多い。

e．二次草原・路傍雑草群落 Sekundarwiesen

　46．　ノハナショウプーススキ群集

　　　Iridi－Misca葺thetum　sinensis　SuganumaetK．Sugawara1972（Tab．36）

　刈取りや火入れなどによって持続する草原は大間町をはじめ，各地に広がっている。とくに人

工草地の周辺灘，海岸に面した測地，伐採あと地などにはまとまった群落域がある。

　草原の主要な構成種はススキであり，群落高が1．5m内外に達する。秋季にはススキの穂が風
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　　　　　　　　　　　　　　　Tab．35．　アブラギリ植林

　　　　　　　　　　　　　　　　　fVα〃・宛ピ5ご。’ゼα’ζ五．Forst

Feld－Nr．調査番号；S－60．　Gr6Be　d．　Probeflache調査面積：100m2．　H6he銭．　Meer海抜高＝100m．

Exposidon方位：一．　Neigung傾斜：OQ．　H6he　d．　Strauchschicht低木層の高さ：5m．　Deckung　d．

Strauchschicht低木層の植被率：30％．　H6he　d・Krautsc1ユicht草本爆の高さ；0，3m，　Deckung　d．　Kraut－

　schicht草本膚の植被率；50傷．　Artenzahl出現種数：32．

Gepflanzter　Baum＝　　植栽鯵1種

　ズ4Zα”ゴ’郡‘o’ガα’α　　アブラギリ　　　S2・2

Sonstige　Arten＝　　　その他の種

　A鋸わ副〃‘珈’8”var．6・ノ～985’α

　　　　　　　　　　　トリアシショウマK十
　乃’α躍6∫ノ‘ψ0〃～ご～’5var，紹ζ臨6’・∫

　　　　　　　　　　　アキタブキ　　　　K十
　WoZαん～’∫α〃0α〃‘‘　　　オオタチツボスミレK郷

沢05α〃〃碗ケ101認　　　 ノイノミラ

アbζγgo〃～〃〃∫ごzε1～‘ぬ〃8〃∫βオオイタドリ

ノ11τ漉α6♂αZα　　　　タラノキ

〆レ如〃餅α♪r加‘砂5　　ヨモギ

説〃α’ゴαπβ8痴畝z　　ミドリハコベ

（～y〃α〃ぐ1π〃πcα～κZα課口イケ’マ

1靴∠96Zσ1～01’躍ノ欝～∫　　　タニウツギ

β08品目’81☆こ〃ゴCμ宴）1∫　アカソ

G8ノ噂α〃ノ～〃μ”耀ノ～6砿g～～　ゲンノショウコ

ム4お6α〃〃耀∫5〃昭’～∫～∫　　ススキ

八∫謡曲’α2砒5〃マ’茄’o♪如お

　　　　　　　　　　クサソテツ

K十
K十・2

K十・2

K3・3

K十
K十
K十
K1・2

KI・2

K十

K十・2

％4y8侃～〃πプ泥ケb1’ノノ～ε　ミズヒキ

R～’∂κ∫cノ闇鷹α89げb蹟‘∫　クマイチゴ

雷’θノ闇g齢〃1∫var．1LOノ～‘Z・8〃5∫∫

Co〃～〃～θZ’ノ～αω〃～ノπ～‘〃～∫

3認αノ・’ατ，か～6～～∫

P～ピ8ノーαノ・～αZOゐα’α

ノ1〃9召〃。αρ～め85ご8／zぶ

ゴマナ

ツユクサ

エノコログサ

クズ

シシウド
Cαζ，αZ～α　1κz∫’α～｝α　var．　ごαノ1ζz々ζz6

　　　　　　　　　　イヌドウナ
㍑功。‘！ααゐ1ω∠oノ『£‘zα緒ヴわZ～α

　　　　　　　　　　ヤマハギ
孟〃～ツ’ぜ～〃〃〃ψo／z’c～〃μ　イヌワラビ

α忽」お漕’∫6’α　　　　エゾタチカタバミ

∫b砂90川〃π♂01～ぎ5顔〃〃イヌタデ

Cα’・6露Z6”ooc配01・‘乙　　アオスゲ

／レ∫1〃¶α必θπ1zゆ∫‘」醐　　コブナグサ

aα～細♪1～ααεピ∫ケ‘τ臨　　エノキグサ

Rzごノ・加忽τノ〃05α　　　オトコエシ

K十
K十。2

K÷
K十
1く十・2

K1・2

K十

K　十

K十・2

K÷
K：十

K十
K十
K十
K÷
K十

7セノ「α潔αα〃μ塗∠アど認ノ～α詑セイヨウタンポポK：÷

Lage　d．　Aufn．調査地＝Nagahalna，　Sai－mura佐井村長浜．

　1984，

Datum　d．　Anfn．調査年月日：14．　Sept．

になびき，きわだった今際を示している。大間地区のススキ草原はワラビ，ナガボノシロワレモ

コウ，ノハナショウブ，ノコンギク，シラヤマギク，ナワシロイチゴなどで構成されている。こ

れらの種群のうち，ノハナショウブ，ナカボノシロワレモコウが群集標徴種となってノハナシ三玉

ウブーススキ群集にまとめられている。本群集は東北地方や北海道南部の山地に広く分布してい

る。

　ノハナショウブーススキ群集は年1園または1年おき程度の刈取りによって持続生育する。そ

の典型的な玄妙は大畑，根田内，大間平，津騨綺などの丘陵地に広がっている。また大間町のサ

イト付近では西方からの風衝作用とあいまって，ハマオトコヨモギーコハマギク群集の風背側に

帯状に生育している。

　北海道の調査地－域内では戸井町汐首町の海抜200m付近で一時放牧地に利用され，のち放置さ

れた草地が調査された。種組成はヤマカモジグサ，クマイザサ，ナガボノシロワレモコウなどの

優占する草地で出現種数が44種を数えている。ススキは生育していないが，全体の種組成からみ
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て，とくに地域的な二丁はみられず，ノハナショウブーススキ群集に位置づけるものと考えられる。

　4ア．　オオイタドリ群落

　　　Iro砂go／zz〃μ5α61zα伽z67z∫8－Gesellschaft（Tab．37）

　オオイタドリは高さ2mにも達する大形の多生生草本植物である。調査地内では海岸から山間

部にかけて，道路法面を主に，林縁や疎林内にも生じて，所によって大群落を形成している。

　オオイタドリの優饗する植分を一つにまとめて懇懇イタドリ群落としてまとめた。オオイタド

リ群落は種組成的にいくつかのタイプに区：分される。

　1）　アマニュウ一纏オイタドリ群落

　　　ノ1ηg8♂ガ。α84㍑♂ゴ5－1）oむgo／zz〃ノz　3α‘加♂ぎノz8／z∫8－Gesellschaft（Tab．37，！－3）

　海岸に近い風衝地に半自然状態で生育している高茎草本植生で，アマニュウ，エゾニュウ，エ

ゾノヨロイグサ，ノハナショウブ，ノコギリソウなどで区分される。願掛岩付近にみられる。

　2）　オオイダイコンソウーオオイタドリ群落

　　　G6z〃παZ（ψ吻α〃73．1）o妙go／zz〃π∫o漉αZカzθ〃5θGesellschaft（Tab．37，4－5）

　海岸から平地の道路法面や丘陵斜面下部に生育する植分で，オオィタドリが優馨し，オオダイ

麟離

Fig．46．海岸崖地草原のアマニュウーオオイタドリ群落中に群生するエゾノ

　　　　　ヨロイグサ（佐井村願掛岩，海抜15m）。

Am　KUstenhang　ist　die　ズ肋g6Zげαz　8♂”Z’5－Po♂ygo／z～〃〃　5‘z‘1～‘～Z～〃8〃∫8－Geseilschaft　mit

dominierenderご二1π94Zf‘ααノ～o〃～αZαgut　entwickelt（Gankakeiwa，　Sai－mufa，15m廿．　N蛋）．
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　望ab．37．　オオイタドリ群落

Po奴90ノ醒〃’5α訪α1∫ノ18ノ～∫8－Gesellschaften

Lfd．　Nr．：

Feld．Nr．＝

Datum　d．　Aufn．（1984）＝

H6he菖．　Meer（m）；

Exposition：

Neigung（。）：

Gr6Be（1．　Probeflache（m話）：

H6he　d．　Vegetation（cln）＝

Deckung　d．　Vegeta亡ion（％）：

Artenzahl：

通　し番号

調査番号

調査月　降

海　　抜　高

聞　　　　位

傾　　　　斜

調査闘積
植　　生　　高

植　被　率

出現種数

　1　　2　　3　　4　　5

SO　SO　SS　OI（　OK
　76　　　77　　　　2　　　　1！　　　15

　7　　7　　7　　9　　9
　1！　　　！！　　　12　　　13　　　13

　！5　　　i．5　　　20　　　15　　　15

NW　　W　　W　　W　　W
　40　　　15　　　15　　　15　　　15

　25　　　150　　　　49　　　　32　　　　40

180　　　200　　　180　　　180　　　190

80　　　　90　　　　80　　　　80　　　　90

　16　　　　16　　　　18　　　　17　　　　15

Trennarten　d，　Gesellschaft：

　1）∂4ygo1耀〃～5α61～αZ加‘〃～∫8

　／11～98〃‘アαα〃。〃～‘～1α

　ノ1．1プ〔～〃が∫’α〃’0ノ～此Z刀ごr

　／1〃981～αエ84’〃∫

Trennarten　d．　Untereinheiten：

　盈甜，καプμわノ・θ

　RO5αη‘90∫α

　擁ご1～〃8ααゆ加α

　1ノ層156〃∫α’αvar．ψ・ノ～’‘Z〃8α

　α1闇∫～～〃〃刀勉ρoπ16π〃～

　1♪～π♂α5‘zZκか～αvar．α∫～α脱ぐα

　P～01ゴぶゴ‘ψo〃～ごα

　ム痂∫ビα〃〃1～，∫∫’ノ．～｛～〃5～∫

　BIW1りψ0げ～～’〃櫨yZη‘π～ビ’〃〃var．〃～158〃〃〃

　Cαら・∫ご召9～αブ‘ψo〃’ぐα

　翫～∫ノΣCψZ1αvar．1（ノ∂‘ぞ’α

　G8’〃〃α1卿～α〃〃

　αノ¶5’z〃〃8フ亭αこy‘z〃～‘〃’

　Gα盈〃〃♪58〃40α謬）ノ’6♂々〃〃

　迎6‘’ノ『α〃〃～z’∫～ノゾ∠召£”∫

　A／1ψ8z妙5～56ノでηψ04～〃～ぐ〃αごα

　ノ1甜8ノ鞠9勧刀πvar．1～・〃4・8〃∫’∫

Begleiter＝

　R～め～．’5ρα1’㌘ヴb〃”5

群落区分種

　尺寸イタドジ

　エゾノヨロイグサ

　オオヨモギ

　アマニュウ

下位群落区分種

　湿気ウシノケグサ

　ハマナス

　ノコギリソウ

　ノハナショウブ

　ナンブァザミ

　カセンソウ

　コオゾリナ

　ススキ

　ヤマカモジグサ

　ヒ．ルガォ

　エビヅル

　オオダイコンソウ

　マルバヒレアザミ

　ォオバノヤエムグラ

　ヤマハツカ

　ノブドウ

　ゴマナ

随伴種
　ナワシロイチゴ

3。4　　4●4　　3・3

！●1　　1●1　　302

÷。2　　！●2　　2●2

3●3　　3●3　　2。2

1・2

十・2

2・2

！・2

1・2

　十

　十

2・2

2・2

牽・2

1．・2

　十

1・2

●

　　2・2

・　1・2

　十・2

　十・2
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

4・4

十・2

十・2

1・2

　十

1・2

　十

1。2

2・2

十・2

！。2

○

●

■

■

■

5・4

十

2・3

o

●

●

●

●

■

●

●

o

●

●

5・4

1・2

2・3

÷

●

●

■

●

●

●

●

●

●

■

●

1・2　2・3

1・1　2・2

2。2　十・2

1・2　1・2

十・2　1・2

．÷・2　　十

。　　　l。2　　2・2　　十●2　　　　●

出現1回の種　Auβerdem　le　einmal　in　Lfd。　NL　1．㍑9‘‘5∫～α〃ノa　1～z轟8ノ漉マルバトウキ1・2，τ倫’αη〃。∫‘z

　ビロードクサフジ2・2，77～α々。’1「～〃13ん8〃～召〃58var．ん砂。♂6z‘α‘〃」アキカラマツ1。2，584τ’〃漁α1〃彦∫訪磁。〃π

　キリンソウ十・2，＆，ノ層ρρ1～～’1‘η‘’αα～α’αエゾヒナノウスツボ十・2in　2．ノ1π98Z∫‘㍑召♂～〃∫エゾニュウ2・2．

　in　3．5ω～‘11z‘5うノ‘αご1zyo’15ハチジョウナ十，　Co〃〃〃8Z’〃αω〃〃ノπ‘〃f∫ツユクサ÷．　in　4．1磁♂α5漉∫ノ妙。一

　〃～cz’5　var．9’8と〃z∫α’5アキタブキー。2，　Egz‘∫∫蕨〃〃αプwノ～58スギナ1・2，06ノ～α〃〃z6ブ‘凋αノz∫‘αセリ十・2，

　盛gγ’〃～oノ～’αブ勾）oノ～露αキンミズヒキ！・2，C8Zα5ご1’～’50プ演。～4α’z’∫var．5ご万g”05τで∫オニツルウメモドキ牽，

　0πooZ8α56ノ～5fゐ～Zf5コウヤワラビ十．　D’o∫ωノー忽孟。た。ノ’oオニドコロ十．　in　5，　C’7’αZ6‘z〃～o〃∫∫ミズタマ

　ソウ1。2，M∂’・z‘∫ゐ。〃めツ。∫∫ヤマグワ十。2，恥∫’礁αカα1’て・～g々‘〃～αトボシガラ十・2，　Cα”ぬ〃加6Z8～’‘α2～♂1～α

　コンロンソウ十，M罐ακ6如5魏‘躍∫妙惚ノ廊クサソテツ十．

Lage　d．　Auf．調査地　B　Gankakeiwa，　Sai－mura佐井村願掛岩．4－50hma－machi大間町サイト付近．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　79

コンソウ，エゾノヒレアザミ，ヤマハッカなどで区分される。発電所予定地轡近に多い。

　3）　オニシモツケーオオヨモギ群落

　　　Fπψ8フz4z‘Zαたαノ73彦561zαオゴごα一A7勿ノ7zゴ∫ゴα7ノ」0π’απα一Gesellschaft

　山闘部の林道わきに生育する群落で，オオハナウド，オニシモツケ，コンロンソウ，シシウド，

ナンプアザミなどで区：分される。崩壊地植生の特徴を示す。北海道地区では尻岸内町地内賎山山

腹の海抜230m骨髄の谷部でオニシモツケの優顕する高茎草本群落が調査されている。この植分

にはオオイタド嚇まみられないが，サワアザミ，ジャコウソウ，オオヒメワラビなどが繁茂して

いる。

　オオィタドリの優占する植分は，東北地方や北海道の多雪地特有のものであるが，調査地の景

観を強く特微づけている。法面における立地保持力にすぐれている。

　48．　ヨツバヒヨドリーアキタブキ群落

　　　E妙α孟01ゾz〃735α61zα防～6ノ～∫6－1）8如5漉5ブψ07z如，3　var。　gゴgαノ～’α43－Gesellschaft（Tab．38）

　下北半島の中央部，山地間に敷設された林道は周辺にさまざまな二次植生を生み醸している。

道路に直接的な影響を受ける法面ではアキタブキの優占植分が目立っている。

　アキタブキ優占植分は大畑1町更兵衛沢，佐井村三森峠，剛内町内で植生調査が行なわれた。各

・『

蜍ﾞ四丁． 雛難問1

灘響

　　Fig．4ア．林道ののり面をおおうヨツバヒヨドリーアキタブキ群落（川内町

　　　　　　三森山付近，海抜48Gm）。

Auf　der　SchutthaIde　entlang　dem　Forstweg　wachende　E，ψαオ。ノゴ～，ノ〃灘c1～α／1ノ～8ノ～5び＆’α5’螂

ノ妙。〃～α’∫var．9！9召ノz’θ～’∫一Gesellsc1〕aft（Berg　Mitsumori，　Kawauchi－machl，480　U　NN），
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　　　　　　　　　　　Tab．38．　ヨツバヒヨドリーアキタブキ群落

Ez4）α≠01・々〃π～痂ノ～8刀5θvar．∫α6ノ～α々ノ～6〃58．ルォα∫1’8∫ノ昭）oπ’6〃5　var．9・！9躍z’8τ’5．Gesellschaft

Lfd．　Nr，＝

Feld－Nr．：

Datum（1．　Aufn．（1984）

H6he費．　Meer（m）：

Exposition；

Neigung　（。）＝

Gr6βe　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetation　（cm）：

Deckung　d．　Vegetat｛on（％）

Artenzahl：

通　し　番　号

調　査　番　号

調　査　月　磯

海　　抜　　高

方　　　　　位

・傾　　　　　斜

調．査　　　積

植　　生　　高

植　　：被　　率

嵐　現　種　数

　1

SO
　95

　7

　12

510

SE
　40

　4（）

　70

　70

　B

　2　　　　3

　S　SOS
61　　　5

　9　　　　9

1．5　　　玉4

470　　　　　330

S　　　SW

35　　　40

1．5　　　20

40　　　100

60　　　80

12　　　　18

Trennarten（L　Gesellschaft；

　砲α∫’∫8∫ゴ‘ψ・ノ～～α’∫var．9顧η≠α’5

　E砂‘z’01’～～〃〃面ノ～8〃∫8var．∫α‘加Z∫〃8〃∫（・

　〆揺81’8勧ノ～～’var．1～oノκ1・8・～5～∫

　P～・ノ「’∫ゴ・ψ・ノ～磁

　且〃ψ～αZf∫ノ〃α1黎〃ゴ’α照Var．α〃9〃∫々・”

　ゑ∫’～あ（ノ〃～π〃ろ召ノ召’～ガvaL‘，・ノ18’8∫ごα

　伽ノ’～∫4躍α’αvar．αz∂σZoノ’αf，α〃ψ1ヴb〃‘～

　1二αぐ々，αZ　1・α認8αノ～α　var．（ぜα！α

　αη・㍑窺。！4〃5／5

Begleiter：

　理y4ノ亀‘〃～8’召‘ψα〃’ζ！”zα！α

　R」’〃〃∫‘，ノ層αオαβ9の1細

　諌〃6〃～～ぶ～αρノカ～‘’砂5

　翫9～’3θ層8〃磁

出現1圓の種
1、

2．

3．

群落区分種

　アキタブキ

　ヨツノミヒヨドリ

　ゴマナ

　コオゾハナ

　ヤマハハコ

　　トリアシショウマ

　ハナニガナ

　ヤマニガナ

　テキジスゲ

随伴種
　ノリウツギ

　クマイチゴ

　ヨモギ

　ブナ

3。3

4・4

　十

1。2

2・2

2・2

2・3

1・2

　●

1。2

十

　●

十

2・2

1・2

ユ．・2

　十

3・3

十

　十

　●

　o

o

●

÷

十

4・4

玉．・2

2・2

　十

　●

　●

　●

　●

十・2

　十

十。2

　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§

　　　　　Au信erdem　le　eimnahn　Lfd．　Nr．

P1躍g（ψ’oパ5　co〃η6‘，ご．～」∫∫ミヤマワラビ1・2，　R1溜5α〃め’g’”αツタウルシ！・2．

1碗1981α1～o〃．e〃5f∫タニウツギ十・2，坊，凶’αノ～g8召♪8々01‘～7層’∫ゴトウヅル十。2，λ4f∫‘η刀”z2ピ∫3∫〃8〃∫～∫

ススキ　十．

R～’ゐ～．’5♪1～06〃1co1‘～5”で5エビガライチゴ1・2，　C∫7響5fz’〃’ノ～∫”o〃～ぐ’〃〃ナンブアザミ2・2，君σ’．‘15畝．〃〃

‘z’噂η8〃∫8スギナ2・2，議1ノ’α～1α‘oノ’ぬ如ウド1・1，0∫〃～z〃κたτ5∫ノ・zイ〃，．‘・ガ〃〃α〃～o〃～8～．‘1πvar．ノδゐ’θノz58ヤマ

ドリゼンマイ1・2，＆〃8c～oぐαノηκ治ヴbZ加5ハンゴンソウ十，ノ17－αZ～α60’ゴα如タラノ．キ十，茄∫蝕ごα

αプ’‘ノ顧ηα6偬オニウシノケグサ十，　▽701α如5αノ～oαη‘’巨艦タチツボスミレ十，3～．（裾フ～ρ9槻〃〃〃α

♪膿。～ssp，〃～o♂Zf55’ノノ鷹ミゾシダ十．

La欝d．　Aufn．：調査地

　1．Kawau6hi・machi川内lll丁．

　2．Mitsumoritoge，　Sai－mura佐井村三森峠．

　3，　Jube量zawa，　Ohata．mach三大畑町重兵衛沢．
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　　　Fig．48．路傍を彩るユウガギクーヨモギ群集（大畑陶近藤川林道，海抜120m）。

　　　　　AmWegrandwachsendesIくalimerido－Artemisietum　prlncipis
　　　　　（K・ndogawa・F・rstweg，　Ol・hata－machl，120m荘．　NN）．

植分ともアキタブキが優瀕するが，他にヤマハハコ，ヨツバヒヨドリ，ゴマナ，ハナニガナ，コ

ウゾリナなど風で種子散布を行なうキク科植物が生育するのが特徴的である。

　擾占種のアキタブキは根茎を短期間に伸長させ，不安定な法面の安定化に寄与している。

　49。　ユウガギクーヨモギ群集

　　　Kalimerido－Ar毛emisietum　principis　Okuda1978（Tab．39）

　農道や林道の路傍には不定期な刈取りや踏圧の影響を受けながら多年生の草本植物群落が持続

生育する。ヨモギ，オオヨモギ，ゲンノシ。ウコ，コヌカグサ，ユウガギク，キンミズヒキなど

がしぼしぽ嵐現する。ユウガギクーヨモギ群集はユウガギクを群集標徴種とし，関東地方以北に

広く分布する。

　大間地離の市街地から集落，山地内の林道にいたるまで路傍ぞいにユゥガギクーヨモギ群集が

生育している。ここではヨモギは騒騒ヨモギにおきかおっている。またヤブマメ，アシボソなど

林縁生の種が旺盛に生育している。群落標徴種のユウギクの生活力も強く，秋季開花して路傍を

彩どる。

50．ハマダイコン群集

　　Rapha駐etuIn　raphan圭strQidis　MurakamiinMiyawakほ982（Tab。40）
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　　　簗ab．39．　ユゥガギクーヨモギ群集

Kallmerido－Artemis玉etum　principis
Lfd．　Nr．：

Feld＿Nr．

Datum　d．　Aufn．（1984）二

H6he琶．　Meer（m）：

Gr6Be　d．　Probef至ache（m2）；

H6he　d．　VegetatiOn（cm）＝

Deckung　d．　Vegeta之lon（％）：

Artenzahユ；

通し番号　　　i
調査番号　｝
　　　　　　　　　　　i

調査年月日　　；

海抜高　　i
調査面積　　i
植生高　　1
植　被　率　　　i
出現種数　　1
　　　　　　　　　　　…

1

S

27

9

！3

8

70

80

15

　　2　　　　3

SOS　SOS
　　7　　　27

　　9　　　9

　　14　　　15

　120　　　50

　　6　　　12

　90　　！20

　85　　　90
　　！7　　　2δ

Kennart　d．　Ass．；

　K認ゴ〃387・～∫μノ〃z出域ぬ

Ke臓nartend．Artemis1etea＝
　Gβノ層α1～1μ〃’〃μ〃～6ε1冨だ

　Tθプ漉∫ブ妙。〃f‘α

　ノlgブρノzoノ～’αブ妙ω～ガ。α

　．．μ9εzび。プ〃L忽〃層ガψβηノ～α

　M如欄・∫孟69如ノπガη～∫ノ～6～〃πvarψoら・5オαご1姶・z‘ノμ

Begleiter：

　・491’05孟ゴ∫αめα

　ノ1プ’β〃～ガ5∫α〃～0ノ～’αノ～α

　P♂αηごαgoα∫如魔。α

　58‘．αノー如gzατκα

　0露配奏‘oηzfα躍αオ‘乙

　Eプガ9¢ノ’侃αηノzz躍5

　Rτ‘〃紹躍。∂’z‘5ヴb痂‘5

　G6～‘〃ムαz（勲∫α〃ノ露

群集標二種

　ユウガギク

ヨモギクラスの種

　ゲンノショウコ
　　　　　　ぐ　へい　　　　　 キ

　マフン！フミ

　キンミズヒキ

　　　　ヤフマメ

　アシボソ

随伴種
　コヌカグサ

　些些ヨモギ

　オオバコ

　キンエノコロ

　カタバミ

　ヒメジョオン

　エゾノギシギシ

　第八ダイコンソウ

4・4

2・3

十・2

十・2

　●

●

2。2

2・3

1・2

十・2

2・3

　●

　●

十・2

1潟現1回の種　AuBerdem　le　einmal　in　Lfd．　Nr．

　1．

　　　γ加u謬αcμ脚（り鈴。加α髭セイヨウタンポポ十，，P如廊ブ曜）o癖叙コオゾリナ十．

　2，

4・4

2・2

2・2

　●

2。3

2・2

2・3

3・3

1・2

十

十

1。2

十

　〇

4・4

1・2

　●

3・3

1・2

1・2

3・3

1・2

十

　〇

1・2

十

十

十

腕ご如。耀6偲クサフジ1・2，Eg婚顔侃ごηwノ～∫θスギナ十。2，∫）’w厩／αα∫∫αだα三ウツボグサ十・2，

　　　P♂8万4’z〃μαgz4♂カzμ〃L　var．　Zα諭‘3cμZz〃μワラビ1。2，1乃ガ6”πノπ1書砂βノz5シロツメクサ1・2，　Co17～一

　　アπ8伽αω〃3槻〃～ノ∫ツユクサ十，Jz．‘πα．‘∫’6／zz礁クサイ十，　Xαπ砺～〃π∫〃w／zα痂槻オナモミ十。

　3．Dzκ1zβ蹴8αclzノニy5ζ乙ノz”zαヘビイチゴ2。3，　M‘‘”6ノめd19’αブ昭）01zfcαネズミガヤ1・2，　Vfo♂α”6ノ’θα〃～ぬ

　　　ツボスミレ2・2，君1雌ノzαノノ’〃。∫ミズ÷・2，」％ち即ノ～2〃〃5ゴ8加14’∫アキノウナギツカミ　十・2，

　　　α〃狸∫乞’‘〃z読ταノ㊧α彦z‘〃’ガンクビソウ1・1，C”額z〃’uz’吻＞oπ∫6z‘〃aナンプアザミ1・1，」％妙goπz〃z

　　　疏z〃．zう8ノ召’7ミゾソバ＋，　義yc妙z‘∫7U〃zo5f∬加zz‘∫var．ブ妙。加6’‘5コシロネ＋，　O妙如如8π宛

　　　ブ曜）0漉偲ミツバ十，β081Lノπ6ノ凧ぬ君痒αf宴）～5アカソ十，　乃μρ砒妙～5ア～o臨απg8紹キツリフネ十，

　　　∫b砂goηz〃μツ。んμ∫認απz〃πハナタデ十．

Lage　d．　Aufn．調査地：Lfd．　Nr．1．　Ohma－machl大間町．　in　2．　Kondosawa－rindo，　Ohhata一山achi大畑

　　町近藤沢林道in　3．　Ohhata大畑町小屠名沢
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Lfd．　盤r．二

Fel（1＿Nr．＝

Datum（1．　Auξnahme（1984）：

H6he蹟．　Meer（m）：

Gr6Be（1．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetation　（cm）：

王）eckung　d．　Vegetation　（％）：

Artenzahl：

　　？a畏）．40．　ハマダイコン群集

Raphanetum　raphanis亡roidis
　　　　　　　　通　し　番号

　　　　　　　　調査番号

調査年月日

海　　抜　　高

調査面積
植　　生　　高

潔　　被　率

出現種数

　1

SO
59

　7
工0

　1
12

80

90

　4

　2

MO
129

　7

　3

　2
　／0

100

　80

　！0

KenDart　d．　Ass，：　　　　　　　　　　　　　群集標徴種
！吻1zα〃～‘∫5α’蜘∫var．1z・1勿～∫～∫£1妙1正α〃～∫彦1噂。∠‘Z8∫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハマダイコン

Artend，　Artemisiete畿＝
　Gα〃～〃1多功z〃『～‘瑠£5ご1｝恕那z’〃

　Co〃〃〃8Z潮αご。〃〃ノ躍〃お

　飾〃’α祝認廊ノ｝幽αva鵡た御〃∫・

CheRQPodietea－Ar匙en：
C1～6〃妙。‘1㍑1πα」∂♂〃昂

ε0㍑C1耀∫0♂（ヨ1一αce～ぐ∫

5’84αノブα〃小肘α

ヨモギクラスの種

　ヤエムグラ

　ツユクサ

　ヤブカンゾウ

シロザクラスの種

　シロザ

　ノゲシ

　コノ、ニユへ

4。4

3・3

0

0

4・4

1・2

十・2

　十

　■

十・2

十・2

出現1回の種Au脱rdem　le　einmal　in　Lfd．　Nr．：1：∫bらgoノ～～‘〃∂～o‘Zo5～〃♂オオイヌタデ3・3，丑〃一ψZ8ぼ

　5～めご。ノゴα∠‘zハマアカザ2・2．in　2＝αご〃～α’～∫ご8rπ耀。耀センニンソウ！。2，　R3〃〃αブ妙。〃∫α∬’ギシギ

　シ1・2，Eg‘‘～∫β6～〃〃αノーηθ〃58スギナ十，　77～α々。∠ノw〃α卿’♂8gヴb♂’～θμv猟翔館ノ7〃66疏’〃’カラマツソ

　ウ十．

Lage　d・Aufn．調査地＝Lfd．　Nr．1－2＝Akaishi，　Ohma－machi大間｝ll丁赤石．

　海岸の主として礫浜には所々にハマダイコンの群生する植分がみられる。ハマダイコンはダイ

コンの野生種で秋季に発芽し，翌年の6～7月に開花結実を行なう。

　大間町赤石の海岸にハマダイコンの優嚇する植分が記録された。群落の構成種は比較的少なく，

オオイヌタデ，ハマアカザなどの1年生植物が共存している。ところによってはギシギシ，ツユ

クサ，ハコベなどもみられ，これらの種のすべてが耕作地周辺に生育する雑草であることから，

ハマダイコン群落の立地はきわめて欝栄養条件下にあるものと推察される。事実驚分内には海波

で打ち上げられた多燈の有機物が堆積している。

　51。　カモガヤ人工：草地

　　　Dα吻Zど∫9♂077387伽Wiese（Tab．41）

　大間町の海岸段丘の平坦地形セこは見渡すぽかりの広い牧草地が広がっている。植栽牧草はカモ

ガヤ，オオアワガエリ，オニウシノケグサ，シロツメクサ（ラジノクローバー），アカツメクサ
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Fig．49．大間台地にはカモガヤ，オオアワガエリ，オニウシノケグサなどの

　　　　繁茂した牧草地が広くみられる（大間町大間牧場，海抜50m）。

　Eine　Weidelandschaf亡il｝der　Ohma．Hcchebene，　wo　Wiesengraser　w三e　Dα‘∫ッ〃3

　9♂・〃～6剛α，昂Z8μ〃多ρ1厩β〃56　und盈∫ごzκαα’闇～〃κ距ノ～αぐ8α菰PP｛g　wachsen（Ohma－

　Weide，　Ohma－machi，50m　u．　NN）．

などであり，とくに前3種が優占種となって草地を形成している。

　植栽種の繁茂がきわめて密であるため，雑草の生育は比較的弱く，エゾノギシギシ，オオヨモ

ギ，ナカボノシPワレモコウ，アキタブキなどが低い被度で出現するのみである。しかし過放牧

地では局所的にオオバコ，セイヨウタンポポなどの踏跡群落の植物の侵入がみられる。また大聞

町の集落周辺の草地ではシラゲガヤ（ベルベットグラス）のまんえんした植分もみられ，ヒメス

イバ，ススキ，ハルガヤなども生じ，人工草地として退行した絹を示している。

　なお半島内陸部に位置する燧ケ岳中腹の佐藤ケ平にも大規模草地の造成が行なわれている。こ

こではナガバグサが多く播種されているが，雑草の組成には特徴が少ない。

　北海道地区には人工草地が広くみられる。尻岸内町中浜では過放牧地でのオオバコの優熱する

一分が記録されている。

f．路上雑草群落 TrittgeSelISChaften

52．　クサイーミノボロスゲ群集

　　Junco－Caricetum　albatae　Miyawakieta1．1968（Tab．42）

クサイーミノボロスゲ群集は路上植生の一つとして主に高海抜地の登山道，放牧地などに生育
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Tab．引．　カモガヤ人工草地

　Dαご砂Z∫∫8ゼ。η～θ剛α一Wiese

Lfd．　Nr．：

Feld．Nr．：

Datum　d．　Aufn．（三g84）＝

H6he茸．　Meer（m）；

Gr6βe　d．　Probe蕪ache（m3）：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah亙：

通　し番号

調査番号

調査月　日

海　　抜　　高

調査細積
植　　生　　高

植　　被　　率

出現種数

11
　　，S

　　15
　　　9

　　13

　　15
　　　4

　　100

　　go

　　19

2 3 4

21　　22　　23

9　　9　　9
13　　13　　13

ユ5　　15　　ユ5

9　　25　　16

8◎　　30　　30

90　100　100

9　　9　　9

5 6 7

Gesate－Arten：

　Dα‘り，～∫sg’o〃’eノ質’α

　η～♂8z〃πρrα’8η∫o

　二八z∫～‘〃2・砂eπ5

　施5’παzαη〃κ～ξ〃α‘8α

　7｝ガb薦‘ηしか刎eノ～∫8

　％ζz♪2’αどごπ5θ

　Lo～f～‘ηL　2〃τ‘あヴZo7・’〃～多

UnkrauレArten＝

播種牧草

　カモガヤ

　オオアワガエリ

　シロツメクサ

　オニウシノケグサ

　アカツメクサ

　ナガバグサ

　ネズミムギ

雑　　草

オ78’・〃商妙加岬・（Cum．脚敏η・のヨモギ（含オオヨモギ）

RJ‘〃1θ灘06’～‘∫ぴb♂ゴμ5

3α2～9～‘’50ノカα　 ∫召ノ～π晒1～α　 f．　ロ」6β

乃ノ㌃zμα‘〃’瞭～‘〃～α1e

Rπ加∫η～fζア砂ノ卍メ’～‘5

乃む即〃〃〃！o〃ぎ158’”〃’

P’σ廊ノα♪o〃f‘α

鳥’α∫’紀5ノ‘ψoηゴα‘5var，∬屠α〃α’∫

1コ口〃〃乱ταご（ぱ0∫6’～α

Gα切～’～‘〃多ごみ’〃めご’召どε

君qfぜ’5げ’～‘〃占ω’㌘c〃∫σ

P1α〃σgoα5～α薦α

左π〃～儂ノ妙0ηfα‘∫

エゾノギシギシ

ナカボノシロワレモコウ

セイヨウタンボポ

ナワシロイチゴ

イヌタデ

コオゾリナ

アキタブキ

ヒメスイバ

ゲンノショウコ

スギナ

下局バコ

ギシギシ

24　　25　　26

9　　9　　9
13　　13　　13

ユ5　　15　　ユ5

16　　16　　16

30　　30　　30

90　　90　　90

9　　10　　U

　8　　9　　10

SO　MO　MO
125　　28　　20

　7　　7　　7

　12　　9　　9

750　　ユ5　　15

　25　　25　100

　50　　80　　40

　80　100　　90

　11　　11　　9
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Auβerdcm　le　einmal　in　1．fd．　NL＝】＝ノ褥！‘？’〃1μノ痂誹〃ゴρノ読、∫var．〃のρ！9キジムシ貝十，」””‘’”5！‘P”8／5クサイ十，」4！，”’oム。’り’‘み∫’”ノ正

　窃’付加’α’～」〃πナツノハナワラビ十，狐セ～g（・～αゐ。’マ‘’〃5’∫タニウツギ十，Wo～α魚5‘胡。α’～αオオタチツボスミレ十・2，　Q♪海09！055τ〃π

　sp．ハナヤスリの一種十，α川語μ〃z、g～ω螺ノ罐’〃〃オランダミミナグサ牽・2，ゐゆ’∫”〃α納’αc～α1脚～砒∫オカトラノオ十・2．　in　2：Aff・

　5cα”1≧硲訪瑠f5～∫ススキ牽・2，∬セV♪‘ど～～〃～’伽8〃ゐ。’拶’スズメノヒエ弓一・2，ムgノ’o∫’ゴ5配占αコヌカグサ2・3，αど’α〃」イ1gro∫’∫∫【ソ，∫g〔ゴ05ヤ

　マアワ十，5び～‘〃ゴαg如καキγエノコロ圭・2，in　3＝だ砺ノloぐみあ‘z‘？マ‘∫一幽躍イヌビエ十．　in　4；C1置8η砂。ゴf～〃〃．α～δf捌シロザ十．　ln

　5：％β～）ψ！8’¶～5ρo！～ピ∫”でヒメシダ十，∫，’‘・’・～‘～～～’〃’α9～”1～〃～〃μvat．！‘τ”～ご5（・」‘～～〃πワラビ十．　in　8；α己f2～妙04～r〃’乙〃’め捌疏’〃”イヌトウ

　バナ十・2，孟m’∫∫‘ん〃‘～！αこかナ十．ln　gl凝v〃～〃’～‘5♪～‘〃gび〃∫ナヤマボクチ十．　in　10：C8’u∫’f’〃2z／ioZo5’80ゴ4郎va「・‘z〃9～’5’⑫1’z”π

　ミミナグサ十，Df’‘海∫〃雌c1置ぴ∫‘副ノ～αヘビイチゴ十，α’え）・蜘9ゴαノζψ01”ぐαヒルが牙十。2，　V薦αc澱‘ぐαクサフジ十，，49’』言〃ω痂α

　ノ‘ψo〃’偽キンミズヒキ十，0じノ～‘‘〃〃擢ノ‘融～’”ぐαセリ十，Co〃z〃ど。～’〃‘‘ω〃’ノノ～～ご〃’∫ツユクサ千，君49躍。〃ゐ’α々‘煙8ノ’ノ’～αヤブマメ十，

　A〃望♂’cα♪’‘∂じ鋸6浴シシウド十，0、ご認～5‘，o〃～～α‘～‘ε’σカタバミ十．

Lage　d・Au∫n・調査地；Lfd・Nr．1－7，9－1010hma・bokulo，　Ohma・maci｝i大間牧場．8；Satogohara一わokulo佐藤平牧場．



86

　　　　　　　　　　　　　　　　　　τaわ．42．　クサイーミノボロスゲ群集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Junco－Caricetum　albatae

Feld－Nr．調査番号：MO－35．　Datum　d．　Au魚．調査年月日：10．　Juli　1984．　H6he　U，　Meer海抜高；35m．

　Gr6Be　d．　Probe盤che調査面積：21n2．　H6he且．　Deckung　d．　Vegetation植生高と植被率：25cm，70％．

　Artenzahl出現種数：6．

Kenかu．璽renn察rtgn　d．　Ass．：群集標徴種。区分種

　」を〃zα‘5オεππゴ∫

　Cα7・8¢αZ匠》α’α

Ke艮narten　d．　Klasse：

迎α～～如90α∫どα’どCα

　クサイ　　　　4。4

　ミノボロスゲ十・2

クラス標徴種

　オオノミコ　　　　1。2

Begleiter；　　　　　髄三種
　，ノ～．〃．～α‘∫（痂郡z65　var．ぬ謡メ）諺ノ．z∫イ　　　　　2・2

1乃・ヴbZ’2〃πプゆ8ノ～∫

E（～♂‘～38彦～‘〃z47¶㌘8／258

シロツメクサ十・2

スギナ　　　　　十

Lage　d．　Aufn．調査地：Oritoyama，　Ohma・machi下北郡大間町折戸山．

雪a展｝．43．　セイヨウタンポポi一オオノミコ牙洋集

TaraxaCo－Plantaginetum　aSiatiCae

1膿：

Datum　d，　Aufnahme（1984）：

H6he　U．　Meer（ln）：

Gr6Be　d。王）robeflache（m2）：

1｛6he　d．　Vegetatio且　（cm）二

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

銚鶏　！
　　　　　　　　　　　　　　i

調査年月日

海抜高　一
調査面積　　　i
糖　生　高　　　i
植　・被　率　　i

拙現種数　　　i

　！

MO
　6

　7

　9

　3

　1

　10

　70

　7

　2

SO
　24

　7

　10

　5

　！

　！5

　70

　7

3

S

46

9

13

40

1

10

90

7

K・・…td，　Ass・　　　　　　　群集標三種　　　i
撫，U＿、，。、拶勧，。Z。　　　　　　セイヨウタンポポ　i
K。。。a，・。。　d．　K1。sse、　　　　　クラス標樋　　！

π。，、’。9。磁伽　　　　　　　オわ・。　　　…

　乃ααノ〃溜α　　　　　　　　　　　　　　　スズメノカタビラ　　i

E・・騨・吻・ゆ…　　　　　カゼ・サ　　i
B・gl・玉t…　　　　　　　　　　随伴種　　　i
窺鰍“ノ、，脚、　　　　　　シ。ツ、クサ　　i

D崎z～・g伽・・伽　　　　　　 カモガヤ　　　［
　c1・6・砂・伽〃・α伽1〃　　　　　　　シ・ザ　　　　旨
品9編，“。加。　　　　　　．・マツメクサ　　…
5’〃磁“顧。　　　　　　　・…べ　　　1
　／1πθ〃z癖α〃～oπ如ノκz　　　　　　　　　　　　オオヨモギ　　　　　．…

助9＿＿，・＿、．。“L　　　　一イ，チヤナギ　……

み一・鰍・　　　　　クサ・　　1
Lage　d．　Au癌，調査地；Hd，　Nr．！l　Oτitoyoma，　Ohm絞一転achi大間町折戸山，

　3：Nezaki，　Stadt　Hakodata　函費官賛了根i埼1町．

4。4

十・2

　●

　●

　十

2・2

十・2

　●

　G

　o

3・3

3・3

！・2

　●

1・2

十・2

　●

　●

　■

十。2

／・2

　0

率・2

4・4

2。2

！・2
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十・2
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2二〇h資｝a一州achi大酔町，
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する。群集標徴種はミノボロスゲ，区分種としてクサイが生育し，他にオオバコ，シロツメクサ

など5～10種によって構成される。

　大間町折戸山の山道で現存植分が記録された。植生高25cm内外，70％の植被率をもつ。生育

地は入間の適度の踏圧を受け，土壌は常に湿潤状態を保っている。

　53．　セイヨウタンポポーオオバコ群集

　　　Taraxaco－Plantaginetum　asiaticae　Tx．！977（Tab．43）

　路上に生育するオオバコ群落の中で，セイヨウタンポポを標野種としてセイヨウタンポポーオ

オバコ群集漆記録されている。本群集の分布域は低温地域に多く，大間地区，北海道地区：ともに

低地に広く見出される。

　セイヨウタンポポーオオ’バコ群集はオオバロを優1占種とし，セイヨウタンポポ，スズメノカタ

ビラ，シロツメクサなど平均7種で構成される。生育地は市街地や農道あとの路上で，常に車や

人間の踏圧を受ける。生育地が海に近い場所であれぽハマツメクサがみられる。

9．畑地雑草群落　　Acker－Unkrautgesellschafξ

　54．ナギナタコウジューハチジョウナ群集

　　　Elscholzio　patrini－Sonchietum　brachyotidis　Mlyawaki　l969

　　　（Tab．44）

　ナギナタコウジューハチジョウナ群集は，耕作畑地雑草群落の一つとして，主に北海道や，本

州高海抜地の冷涼地に分布している。群集標徴種は群落名の2種であり，他にシロザ，スベリヒ

ユ，ツユクサ，オヒシバ，ノボロギクなどの耕作地雑草が生育している。

　大間地区は海岸近くまで山地がせまり，大規模な耕作地を造成する立地的条件は少ない。した

がって耕作畑地雑草群落は主に集落周辺の配給的な帰趨栽培にみられるのみである。また，畑地

に接した路傍や空地などにもこれらの雑草群落構成種が生育している。

　北海道地区：では大規模耕作地が主として爆縮市域内に広がっており，ダイコン，ジャガイモな

どの栽培が行なわれている。この耕作地雑草は大関地区と同様のナキナタコウジューハチジョウ

ナ群集に含められる。

h．水田雑草群落 Reisfeld－Unkrautgesellschaften

　55．　チゴザサーアゼスゲ群集

　　　Isachno－Carlcetum　thu盤bergii　MlyawakietOkuda1972（Tab．45）

　山間部の谷戸状地はかつて水田に利用されながら，永らく放置され，自然に近い低層湿原が復

元している。湿原にはヨシ，サワヒヨドリ，ヒメシロネ，クサレダマ，ナカボノシロワレモコウ，

アゼスゲ，チゴザサ，イなどが生育している。このうちアゼスゲとチゴザサを群集標徴種として
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　　　　　　　　　7ab．44。　ナギナタコウジューハチジ。ウナ群集

　　　　　　　Elscholzio　patri且i－Sonchietum　brachyotidis

Lfd．　Nr．：　　　　　　　　 通し番号　　　　　1
Feld－Nr．：　　　　　　　　調査番号　　　　SO
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　25

D・柵＆A。f瓶（醐、　　　調査月露　　1　7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10

Gr6Be　d，　Probef1吾che（m2）＝　　　調査面積　　　　100

H6he　d．　Vegetation（cln）：　　植生高　　i　50
Deck・ng＆V・g・…i・n（％）・　　植被率　　i　7・
A・・…ah1・　　　　　　　出現回数　　　1　9

　2　　　3

MO　　OK
　l2　　　1

　7　　　9

　9　　　玉3

　10　　　16

　30　　　80

　60　　　60

　8　　　21

Kennarten　d，　Ass．：　　　　　　　　　　　群集標徴種

　窺∫漉。♂舵∫α‘耀硯α　　　　　　　　　　　ナギナタコウジュ

　501z61魏∫6アrα読ツ。薦　　　　　　　　　　　　ノ・チジョウナ

Kennarten　d，　Klasse；　　　　　　　　　　クラス標三種

　Cゐ6η砂04∫Z〃πα砺〃ノ’　　　　　　　　　シロザ

　Cω～彦〃読珈αω〃〃ノz繊∫∫　．　　　　　　ツユクサ

　Z）な髭α万ααゐC8ノπ16ノ～∫　　　　　　　　　　　メヒシノミ

　＆〃α痒α〃～6読α　　　　　　　　　　　ハコベ

　R）π認α6αoZαU偲α　　　　　　　　　　　スベリヒユ

　38刀8（ゴ。ηz4gα7廊　　　　　　　　　　　　　　　 ノr｝芝ロギク

　P加C疏α如フ雄砒　　　　　　　　　　　　　　カラスビシャク

　30ノκノ耀50♂β1Uご8～4∫　　　　　　　　　　　　　ノゲシ

　0エ認寛ご。’フ拡cz躍α此τ　　　　　　　　　　　カタバミ

　君ωちψ1zαα郡〃耀お　　　　　　　　　　　エノキグサ

　Cbψ8η‘∫〃z如加・～α　　　　　　　　　　　　カヤツリグサ

Begleiter：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　随　伴　種

　E（画5爾〃μαノ卸8ノ～5び　　　　　　　　　　スギナ

出現1畷の種AuBerdem　je　einmal　in　Lfd．　Nr．

玉・1

●

1・2

1・2

十・2

3・3

牽。2

　●

　■

　●

　■

　o

　o

十

〇

2・2

1・2

／・2

3。4

　●

十・2

十・2

　■

　o
o

■

・　　十。2

十

1・2

2・3

2・3

2・3

　0

！。2

十

十

2。2

1・2

十

÷

1・2

　1＝R妙1zαノ耀∫5認加z‘5　vaL　lzo〃8／z∫∫∫ダイコン3・3，　lrヲエα∫80Zz‘∫ηz‘Zgαノ霜インゲン1・2，　％Z）｛907zπ1π

　　ノzo40∫z〃πオオイヌタデ1・2，　in　3：Xα2z孟痂〃μ5∫7・z‘〃～α廟4〃’オナモミ2・2，　S8♂α酉αgZαz‘cαキソ

　　エノコロ2・2，Eが9βノ・oノ～oα2zσ‘あ’z∫ガ5ヒメムカシヨモギ1。2，7｝zア・αぼαcz〃π（聯lc加αZoセイヨウタン

　　ポポ1・2，3e孟ω・’αル西8痒アキノエノコロ！・2，0θノzo診1zε2u　82ツ彦1L2「034）αZαオオマツヨイグサ1・2，

　　Z）ど9露αがα窃。♂α50βノ～∫アキメヒシバ1・2，＆1z魏oclzZoαごノ・z‘∫一9αZZイヌビエ2・2，％痴疏〃π♪ブ認d／z50

　　アカツメクサ十・2．

Lage　d．　Aufn．調査地：Lfd．　Nr．1－3：0hma－machi大間町．

チゴザサーアゼスゲ群集にまとめることができる。

　大間地区では大間川，奥戸川，小奥戸川などの小河川にそった谷戸にチゴザサーアゼスゲ群集

の下階が見出される。植分の多くは密生群落となり，ヨシ，アゼスゲが高い植被率で生育してい

るが，地下水位の高さの違いによって優占種がやや異なる。とくに高地下水位ではヨシが優占し

、植生高も1．5～2mに達する。一方，湿原の周辺域ではアゼスゲが優醸し，ヒメシダ，コウヤワ

ラビ，エゾミソハギなども多くなる。
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Lfd．　Nr．；

Feld．Nr．：

Datum　d．　Aufn．（1984）：

H6he丘．　Meer（m）；

Gr68e　d．王）robeflache（m2）：

鉦16he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1＝

　望ab．45．　チゴザサーアゼスゲ群集

Isachno－Caricetum　thunbergii

　　　通し番号　　　i　1
　　　調査翻　　is蔓
　　　調査年月日　　　i　7
　　　　　　　　　　　　　　　　旨　10

　　　　　　　　　剛．ん膚海

画

具

植

出

　抜　　尚

営団積
　生　　高

　被　率

誹種数

4

20

140

90

15

　2　　3　　4　　5

SO　SO　OK　OK
　39　　　　40　　　　30　　　　18

　7　　7　　9　　9
　10　　　　10　　　　13　　　　13

　4　　4　　15　　5
　16　　　　16　　　　16　　　　25

120　　　　80　　　180　　　　50

　90　　　90　　　90　　　90

　18　　15　　14　　9

Kennart　d．　Ass．；　　　　　　　　群集標徴種

　Cα7’6諾オ1躍πゐ8／9ガ　　　　　　　　アービスゲ

Kennarten（1．　Phragmitetea：　　　　ヨシクラスの種

　Pんエzg醒∬θ∫α～45かαZ∫∫　　　　　　　ヨシ

　乃一ぬ廊欄ηzノζ4）o疵cz〃μ　　　　　　ミズオトギリ

　義yc（ψ1‘∫♂πof読硲　　　　　　　　　シロネ

　08／zα7z疏8ノατ1α短。α　　　　　　セリ

　G幽‘〃z々ψ4～‘〃多var．ゐ14ε吻84ぽ〃～αイ♂α’μ〃β

　　　　　　　　　　　　　　　　ホソバノヨツバムグラ
　5απ9～‘∫∫01’ゐαオ8ηπげb〃α£α乃α

　7フ昭妙オθ1噂∫5ραZz’∫〃一∫∫

　沢！め～πノ榔08〃5’5

ゐ〃Zα‘∫顔ぜ∫r‘∫var．漉‘ゼρ’8〃∫

　0πo｛⊃Z8α5βノz∫ガ∂πf∫

　Cαノー｛燃7β5此πノー～α

　五ぴ06φ～∬ηzααごん忽ノπ‘∫

　五zψα砂1’々〃πZ∫π4Z（ζyα1π〃μ

　ムy5∫〃αc飯α読τ切〃・f‘，α

　ムy〃〃層z観∫αz諏ザ～α

　ムαぐ1Lπ8　gZoわ05α

　Jz‘〃α∬ツ0ん056β〃5’5

Begleiter＝

　Pb聰。ノ㍑‘〃3∫紹60♂4だ

　ナカボノシロワレモコウ

　ヒメシダ

　アカネムグラ

　イ

　コウヤワラビ

　オユナルコスゲ

　ヒメシロ不

　サワヒヨドリ

　クサレダマ

　エゾミソハギ

　チゴザサ

　ヒライ

随伴種
　アキノウナギツカミ

4。4　　192　　1●2　　4・4　　5。5

3・3　　1や2　　3。3　　4・4　　　 ●
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十・2

牽。2
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1・2

2・2

！・2

十。2

1。2

十・2

2。2

　●

●

●

●

●

　o　　　　　　　　●

1・2　　・

2・3　　・

■

●

■

●

1。2

●

　●

1・2

÷・2

　●

●

●

十。2

　●

1・2

　，

●

●

　9
十・2

　●

十。2

2。2

十・2

2。3

十・2　　　一軒　　　彗一　　1．2　　　十

出現1回の種　AuBerdem　je　einmal　ln　Lfd．　Nr．1：Cα肥諾sp．1・2，飾Z‘z65　Zαノzα躍5シラゲガヤ＋，

　恥4＞’ooo砂♂θア¶α7πゲZorαオオチドメ1・2，∠4gγ∫η30πぬブ妙。πゴ6αキンミズヒキ十，　稀oZα麗1’8α〃z磁

　ツボスミレ十．in　2＝五α”～ッノー～‘∫ρ～Zo5z6∫エゾノレンリソウ十，乃”∫6／z∫α’αvar．ψo／z’αノz8αノハナショ

　ウブ十，飛∫故。α7’zめノ．’αオオウシノケグサ十・2，㍑9z4Zα7物1zo495ωz’ごトウゲブキ1・2．　in　3；1晩ノzッー

　αη漉6∫か施Z1観αミツガシワ4・4，乃』∫5　Zα8窃gπ如カキツバタ2・3．　in　4：Egz6f5顔〃πα測θノ～58スギナ

　2・3，50カψκ55ノαg召プαウキヤガラ1・2，Mb7層目ゐ01πの。おやマグワ1・2，　Mごπ痂αα’弓η8π∫ゴ5　var．汐ψθr一

　α∫c8π∫ハッカ1・2，％Zyg’ωzz4〃‘’1L3〃zδθノ召だミゾソ！ミ十，助だ06∫z〃πゑyノγfcん。♂（4）ん～‘〃3アカバナ十．　in

　5：・Rπあαノθ∫oθη∫f∫アカネムグラ十．

調査地Lage　d．　Aufn．：1－50hma－machi大間町。
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Lfd．　Nr．：

Feld－Nr．：

D盆tUm　d．　Aufn．＝

H6he　U。　Meer（m）＝

Grδ8e　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetatioa（％）l

Artenzah1：

Tab．46．ヘラオモダカ群集

Alismetum　canalicu1琶ti
　　　　　通　し　番号

　　　　　調査番号

調査年月矯

海抜高度
調査画　積
草本届の高さ
草本層の植被率

串　現記数

　1　　　　　2

SO　　SOS
　3　　　　19
，84　　　　’84

　7　　　　　9

　9　　　　15

17　　　　40

25　　　　25

30　　　　80

70　　　　90

　5　　　　　6

K讐瓢翫一　　群塊攣ダ。　1．，

K器霊器　　 イ霧理　！か，
拓伽・・9伽4’・勧・燃　　　　　　ヒルムシ・　　　…　＋・2

・・恥…傭　　　　　ホ・・レイ　　1　…
　E漉加0訪プ0π6r郡召認／げ　　　　　　　　　イヌビエ　　　　　　　1　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IBegleiter：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蘇登　　伴　　種

　0ノ＝y驚α∫如加α　　　　　　　　　　　　　イネ　　　　　　　　　　　　4・4

　B鴨川3ケψα7η痂α　　　　　　　　　　　タウコギ　　　　　　　！　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
Lage　d、　Aufn．調査地：Lfd．　Nr．1－2＝Ohma－machi，　Shimoldta－gun下北鴛i～大間町

十

十

2・3

0

十

5・5

十

　56．ヘラオモダカ群集

　　　Alisme毛um　ca1ユaliculati　Miya照ki1960（Tab。46）

　水田には稲作の定期的な管理に対応した水田雑草群落が持続生育している。大間地区ではヘラ

オモダカ，オモダカ，ヒルムシロ，ホタルイなどが生育している。したがって本地区の水田雑草

はヘラオモダカを標徴種とするヘラオモダカ群集にまとめられる。本群集は一般的に北海道，東

北部の寒冷地に発達する水田雑草群落である。

　大間町では大規模な水田地帯はみられず，各地の谷戸状地に小規摸に造成されているにすぎな

い。その一部は耕作を停止され，ヨシ群落に変っている面分も多い。また北海道の調査地区内で

は殆んどみられない。


